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クチゃ{内域Jt.ìlD キジル(-irtr~:縦像uJi問i

15峰の京泌総分から絢|士郎までで.J.':WllのJ1H誌は激しいが+い

産自税を小心に&I~iが銭ーきている。キジ Ivl\t Ißliîlì :羽lの特徴を(1
している。

オ口ン ・1ム山iーの彩納!I!瓦ド顎(Ij.凶 ・内モンコル臼治以.;i;(t) 
1935. 39. 41年の.iJ: I::~主人民らによるJ，UtにおいてtKJlされた。先に自主Jlの 泌が

織作されているが.近年ののtlfJ1J!て破片数J!.{か後fi'~ . ト税全体の形か1IJ1告かになー

た。
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7- メグーパードにあるシディ ・ サイイ F ・ モスタのイj~trち被さ:怨{東J)l大?イント史跡，よ，~til-Jj:ニよる)



;n次罰Eの例(1'(鼻il}~)

陶BIの例

2高ー次次氾のー例{絢別}およびliJut

@ 。
点I}ili鉱銭のÏLl.と I~

1'i幣はますな~ -次抱奇勺〈り.ζれからH~をとり!畏からさらに:.u・iX穏をつくり.それに1・t鈍をOIt し込んで1'i幣を勺< {>. 

第二次泡はそのつど俄t由占れる.l !.\から自由まる~合もある.



rt'lij ・ 向日j(l綜人の伝統的~hll-fり
印 刷qo111描影)

F 

fE主主 t. 仏統的r.;fI，~f~~しの li;，に.~の

柑々を礼げするリイノ F ・ ヒハー，~ti~

ド更正alom量量n

中川 ・ b1習の閥コオロ鳴-~1/::'1) け叩地 11'7 JI!i，止彫}



、

7ブドウルラ 7ずン ・ワヒッド.ijJ.インド 4シ 7).;統f4i(";t'i:中央.叫j9与はイスラム教社会[.JI体ナ

7ダト吻ル ・ウラマ議長)らとcil.!念品1彬するふ日f3'lIfrlm納怖政教佼 {λ:fo占.1999fj'6JI. ジャカ

ルタの[1本flJlfUす!よしこ で)

スハルト J亡大統~J{とのみbJ己新1111インタビューを通沢寸る本研究所加納符良教授 (1999 !j'4 11. 
人統領弘郷で.ゐtfL新聞社1M供)



ド| 次

fj; 

1 i{} ，"， ・ ・e ・・・・ “ ......・・ ・・ ・・・ ・・ ・“・ 4 ・・ 0・・・.....・"……0・・・ l 

u 純l 織 H 山一…・…-…・……"・・・…・…“….......・o・-…・…..........…・ー ・e ・5、

m I級 J.1 ...... ....... .. ・・目。..・…・町山…・…...・ n …ぃ...山・...・.........................................9

[V 財政….....…..".......・H ・..………......…………"・......................................................15 

V 施 設………・0 日..............・....................・..................................・山山山……山一 17

VI 閃J;・資料 ............................・ e ・ e ・........... φe・…“山・…・・・・・・・…・……… 19 

¥11 研究 ・教ti活動...................・.•..••...•••..••••••.•. ...・・・・“"・・………………… ......25

A 部門研究..... ー.................，...................… …………・…・・・…・ ….................2ラ

B 長期I吋際JUri]研究“ ・・・・ ・・・"………….................................................・30 

C Hf研究…-・…“・H ・H ・-………・…・・…………0・ e ・・e ・ ................“ 31 

D定例研究会…・……......….....…"…ー一・ ーーー・ e ・e ・...•••.•....•.•.... ・・・u …..45 

E学術研究 .，鴻1f.……H ・H ・..........................・ ・............................・目・……………46

FI吋際 ・114内γ:術交流 ーー ー圃.................・ 0 ・・・・・・・・ー……・….....…ーー...・55

G '下:内教ti参加 ...•.•.•. ・ ・・ 0 ……・山・......・・0・.....................・ e ・ 62 

[1 刊行物 .fl ・e ・0 ・・・…-…………………・・ー… ....•..•.•••..••..•••. ・65 

1鎖市呂i:. t~ • I~)(等総数 受11…………ー・ .•••.•..•...•....••..•..... .....…・山・ 73 

1叩 所nの活動…….......・0 ……........................................................... ・…・………一 75

J.X 附J;:JhI!iVf:研究418i総センデ ー ...........・ ・・・・・・・………H ・a・".・H ・.... ・・ ・121



.CJ 

2001 "1' 11 ) J !ニU. !紅i，(.)(化研究明::1ru It +j _，.~むかえる。lI{j 干11 lb "1'にu.u;γおr1¥1 

k.乍に附i立されてからいよいよ 6011 とい弓 II~imJf.I'経過したことになるぷだ 投

ι、引1Jω'!ii'/ 7Jj.心の研究から.!Jl(fr;:l!. lyj・内j'y i'というユー?シア人陰

のほ 11'人千宅対~!と寸るまでに.研究所の研究f，(j岐I主鉱大してさた この間.・1

4':のアシ 76)f究め何々の削減において. ¥!!if)(化研究，rfr!，!多大の乍f[lWju:献を行っ

てきた。そのhx~ いffj くれ会的!こ，;'I'(lilidれ.小路」伎のk:"f・何nr.'li)f.it'折としては{砲

にMlをみないfall- 文化~{I';tt 文化J}j'}í' 行そし('・f: 1:院1't-~'ft r.合成多く 11l!l!して

きた)'.11にその1:'(鉱ωI:Jf11:Mi域である!H1r.)(化。f'ítという範I'M~ι えて..Jkが研
究祈の活動;土人之社会科?令体に ~.I しでもλ;さえよ知的f(献を L てきたとnüして

む滋g?!こはならないであろう。

現イf.. 4>:見uT'.)(化IiJf冗t好の研究ス 717!ま.対象とする地域 ・HJf代そして専門

官itt.h去の点で.~に:多織である。取7;;アから I/~アジア . 'I"kアシγ:tでを対象とし，

Ð !t{I.，:ら， Id~から i比代までとなっており.またえ市~γ・からM地~~Ul:とい勺た佳lに匂

その後i!i/)I'l‘も ~tlであるc わが|叫令U、をは彼しでも. こtl1'，';彰t，)1.なWI"J・4己をlロ]

しところに鈍している研究軽量関r.:.{也にはなt、こういう多係性か. 、Ei研究婦の研

究i，í;動を公約してわかりやすく説明寸ることそi付従にして、、ることも・H~だである。

しかし.前向において，れ~A1人のIiJf'ít1 tゆるやかにUifTしているーその恥fYの

泌1;1:， ，，， UI!研究と JjU~耐火とを{l 慣がjに|則i1!づけようとするriJf'itJiiJ、のJI，{jであ

る。それはま δば. ~+Ul.のなかに統・1:;j{めようとするものであるo ~llltlーを

はっきりと必ぷしてγγγ研究を網!叙化し亡いくことは非常にλさな J)c t;.りう

るものである。折内で打ててきたこω卓♂ト Fーク.1¥'1研究1il.去を. (州内外lこまで

ひろ(fかっそのFJ，ぴ付さを深めることで.44研究併をIlt界の"1.，;γ研究の代表的

センターと tて悦i化してt、cこれが.栄作文化研究婦の4・1~(+'Yi氾!の変わ，jd'lC(' 

伎である。

ところで.過去:2lドの!日jに同のiJ・:政改1"'"の r.lとして， I 司、'J.k.マ・ω ，，!J:i~ï形態の

を史か大喜なfl:Jffiとして登場してきた。特に. (吋j大学を行政法人に修行させる



という )j~1 である。 l件、工大・下すで{ぷそしてJU応大ヴ!:i' 1 (+か1!lt¥'1. ff政r.L人化される

か何か(t.， SJ時点では定かではなL、。しかし t "f:術研究が社会のきびしい却価に

さらされることになることだけは紘;たである。研究nが仲間l内での;}I;(11Iiだけに依

ffしていられる時代は， らはや過去のものとなった。1'1らの研究活動のアカウン

9ピりティや透明性をたかめる!I:*llみを曹約り:Hしていかなければなウない fl 

らの研究のむつ社会的y主義を.政々ひとりひとりがl'L剣にIHIわざるをえない状態

になっている。

h立新のヤ:係i浅沼会粍!~Ii r H乍技術自1凶!IJ11、|を11m司4たがl同の学術研究の総代的

推進について lが強，淵しているように.大乍て干の研究機関'i.それそれにうえら

れた同釘の役柄と使命とをあらためてl吟味して，その特色を化かすまn織 ・ 祈!f~)の

形態を娘'ぶしてL、かなければならなL、。特に.JU作文化研究訴をfTむ大'下附iiTの

似f究所がおかれている~;':iJè はきびし L 、。|附inWf究所!ふ教fit:tf1 1 を税減し特主主

の研究倣岐に特化して.あるいは新たなの「先制岐の開悩を1H:1して朱rl1的に研究

を深めるところに.その(fu:ぷJ長があるc 従って.そのliJf究成果は.予;¥fl・大学

院より!ま，よりきびしい外昂)，if悩にさらされることに t，i. る。 I~，ti，vl研究訴は.その

特定傾域において，孜がIJ~だけでなく i崎製のなかで.その研究に|対してrjJ級社を

允f.l( してはじめて.その{正統が"5能となる。 Illt五1'1:を~')とっている助合には.J)'t 11: 

ということも充分にありうることになろう。

1999 "ド 2)] に i i'わ札た第 2 い1外t~~2手術では，孜が研究婦が「例人ごとにネァ

トワークを持つ健局な研究I''iのw今イラする均rfr~として機能してきたことは光分に

4去、められたF しかLIrilU与にそれが機関 ・組織としての性絡をl凌|沫にしていること.

ならびに行研究行の 11・えが作;ぶされる危険性をはらんでいることに， きびしい注

文がつけられた

さて.乍併'l~，ふ会報告(;1:，人兵; ・ t- I 会科乍の分野にl対して次のように地域研究

の市要件を指摘している。~.Itl!Þ.;史研究は.ドJ:Wの"m由岐についての入賞百の符み lこ

|対わる請.J ~象を総の1'(.)に肥似して地以の令体像をFll解することを 11的とする復合

従l域研究であり，人文 ・*1会科"f:の研究の則論 ・Jii去 ・体系にお7しい刺激をうえ.

学問の統fYやr[}制をllEす"J能性を持っているjと。J-I.!H'文化研究所の組織として

の研究)jri，]を， i地域研究」という慨念でくくるべきか何かf この，.!ょについては.

研究所内部において明快な認識の-致はな¥'0しかし， r *il' (アジア)文化の

総{';(y.J研究lがそのミッションである|製り， J-I.!i'fX化研究所の研究が!よい.t:(qまで

の地級研究に同することは行AEtll米ない そうである以 J-..必it，文化研究所の研

究活動を.人文 ・社会科γ:研究全体に対して訴しい刺激をりえる}j[i，]に芯織がjに

Il}制成していかt5るをえないであろう_J辺1Mをむかえた後の*洋文化研究所の将



米iムこの)jri.j以外にはありえないのではえよかろうか。

2000 lド4-J j 

所長 n;ti下之介



I 沿革

1.略史

【研究郎r"JJ
江~，研究所(;:1: 1941 fド11)j 26 fl.見i作文化の総の的研究を[I 的として~点l主4心』点

(骨符n同吋〉 人人.γ，

尚3業佐E部H部l門という滋綿IP門[Jf休本桁:ω制U例lで. 附k以式凶刀館1内付に砂研F究宅I L1}J払 'J'務京をii"eいて発足

した。 1949W.新たに 3郎I"JがTil設されたのを機会に研究科i織を細分化し， f守

乍 ・去数郎IIIJ，，文学 -fii討議W'J. fjf~と絡門. 民総i1! ・ 与山学羽íl"l. 法tlt ・ 政治郎

1111.経済 .rfIj楽部門の6部門に再編成した。 [[;)11与に本拠を文点以大塚町の外務符

必î~;の IIJ1反)j文化学院のー;潟!こ移しこれまでの附同区|J?館内研究室を分宅とし

て，研究の充実 .'ft桜をはかった《

ついで 1951年.人文地即.ザ:部門と文化人形l学tilir'JがJmえられた。これをう4機

として.従米のd者科学のゆP~(1.:系による綿I"J附成を，汎アジア経済総門，汎アジ

ア人文地Im'下:部門， ii'lアジア文化人矧乍mH"J，*アジア政治 .~:よ 11\邸内.*アジ

ア1援史邸内.*アジアJた術史 ・)5-~iヴ:部門，東アジア符乍 ・ 宗教部門.W:アジア

ょっ::giiP[)という民主i或lメ分を加味した 8;~fí門に l呼編成した。地域総門の1ê'ß.をはか

る将米，di曲lにもとづいて. 19601fには樹アジア政治 ・経済部門， 1964 "1:には必

Jtアジア郎内. 1968年には附アジア雌史 ・文化濁II"J. 1973年には*南アジア経

済 ・社会部門. 1978 ffに(l:IJqアジア政治 ・綬済鴻門が助設されて， ょうやく 13

illi門を擁するにいたった。

さらに.アジア地域全体がIItWのなかて・しめる張要性が大きくなったことが明

らかになったのに対応させて，本研究所がわが同のアジ7研究の'11M的.m導的

役:~~)を.!+!すために，研究l付fr.の光;丸焼般の拡大を合む紛i織上の jJ}編成を行う乙

とが必'il!となった。そこで. 1981 {reより新しい椛怨にJ占づく火部門;t;1JをJ::l1fflし.

これまでの 13I潟門そ• i凡アジア部門，!;j!アシア泌I"J，1将アジア綿門， I![jアジア

部門の 4郎門に統合してIIÇIIl~L，今Jjにいたっている。

I 沿 ・軍
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【附!;J;iJ-luγf:研究w鰍セン 7-] 

1999年度に.見iiVF文献センターをj必11二して，比較文献資料午と造形資料，-z
という 2つの分野から織成されるJ.!u下学研究↑，'d裂センターか新設された。 1966

"Iôの議\~.以米Jl.lfl'i"(:文献センターが災胞してきた文献資料に関するドキュメンテー

ション業務(i， アジア全滅の文献を対象とする比較文献資料乍分野{こ，;Iき割高かれ

る。さらに， .，.シア文化研究にとって1，"J欠な絵(，I'j• Jtj占資料等を対象とする足f

形資料乍分野が新しく.i!}}J[Jされた。このI，r，!分野での研究成果を，アジア研究のた

めの鴻礎的研究tt'l'報として1ft界に允IJしていく;;!i'[，jでEある.なお，この新設にと

もない. rl~内本11教俊が l ポスト配;，''"[された。

【悠物】

ulJ \7.以米 23 年にわたって， 本研究所!ま附~!ll火1.1F館内研究寝や外務1îr先行の ill

物に{反(l;いの状態のままであったが， 1967 ~ I' に，，-j;:剣Ifl町内に総{)研究資料館と

の合IrjJJi'舎が完成し.:>師寺以 L'.をふ;研究所が使用することになった。

しかしその後，研究紡織の拡充，研究活動の多機it，Iヌ15・資料のWlhuなどに

ともない，狭隙な施設の改FZ，とくに.l.~'， Iî.の緊急な l常設等の強い愛知があり.

1983 ?f.にいたって総合研究資料館との炎換分合により，本研究所が合 I，~J rJ-~与を

全館iJl!川することになった。これにとらなって全則的に改修仁'Fを行い， 1984 

年3) 1 に r'J~が完成し， .4'研究所の悠物総d目的lま6，577'ji.ん.メートルで.地下 l

i格より地上8階までとなった。 3階までを所1，<'-h. 'Ji務官，~又l ， l f館， I~，f 1;必-*I下学

研究ffi報センター.会議宅等とし.3隣の-l5fSと4階以上は俗研究部門の研究室

である。なお地下から 8餅まで {2隣を除く)のJtf1G1部分(約 i、800'['-)iメート

ル)は"~Jrl1にあてられている。 また. 1995 年!こな川~Ui.文化学院がiの獄J(像が

大ほから*作文化研究所に移設された。

2.研究活動と将来計岡

【研究所の特色】

対象地j或は.Jl.lから ~Gアジアまでとほぼユーラシア人J告のi菌、l' となっているし，

また研究対象も考市から.!Jl1¥: 6}f究，人文科fy:から社会科学まで1¥んでいる。設が

l 同ではi也に~かないこういう恥i広い範lJflを研究対象として，み:研究所の研究{1は

れ臼の ~1j.j"Jに従った課題のもとに何人研究を進めている。 [ô)ß !jに . れが門分野の

mi ITを避け，アジア必地域の総fV的研究を推進するというみ;研究所ふ;来のIIIY-Jを

達成するために，共仏l研究会や各組研究班を組織化してヤ:際的研究をffてできて



いる。また研究静Ii作の補強を|究|るため，白、炉内外のW.jlIJ分野の研究おに研究を委嘱

し t6VJを求めるみ量|をとってきた。本学の他の訴!I"Jならびに{也大学士事でのアジ

ア研究と比較して.本研究所の研究の特色をiiliべるならば，それは文献研究と現

地調炎を釘織がjに粘~ðせた. Ilj典研究と.fJm 研究との統合と表現できる。

【長期，;I-llbj研究】

以 1:のような特色ある研究をより派めるためには.研究rfrとしてまとまりのあ

る研究フロジ A クトが必~である 1993 "ドl立から 10{j!，j I'u刈で，研究所をあげて

取り剃1む Lつの研究フロジェクトを，没kどした。.つは.r激動するイスラーム凶

の政治 . n会桃迭の変符i副官の研究」であり，他の一つは -l l lrl~社会の変動が

&，1ますアジア必凶への彬停の研究Jである。また少しおくれて， 1996年度から

第 iの長期，ili1bj研究フロジェヲトとして. fi:Iベンガルi'PJ!由峨における村会 ・4宅

前 ・文化のうど鉛と変動|を進めている。これらの研究プロジ£ク卜 !i.ふーヴ:の{也

部JnJや他大学 ・研究所等の研究11，そして泌外，なかんすくアジア治同の研究{;j

の協力をi!}てij'われている。このような長期にわたる人-鋭似な研究のためには，

必袋伝子1lを校保することと同時に，研究人11の磁C誌がif{愛でみる。多除な資金

源を長lJtlしてアジア‘;ぉi吋の研究f'j'・をtrlJll'Jして研究Jli聞を撚進させているが.I口i時

!こ，研究のネメトワークを11i常化させるために，外凶人旅H8f!l"Jの新設を求めて

いる。

【研究体制jの将米~I'ldlj】

本研究所のこれまでの研究都般を踏まえ， 21 jlt紀におけるアジア研究のぷ泌

を比泌すぷ論をj集め，そのLjlで，研究 -f，Y報センターとしての研究所の体制を被

えていくことが重要と判断していた。幸いなことに Ijij述の辺り.アジア研究に

|泌する多織な情報をl時WtJ1に発伝しうる*/1'"戸研究仙報センターの設立が実現し

た。

1998年後、ドから司1・備を開始し，泌外からの研究ft.の参加も得て， 1999 'r下2J]

~!こかけて第2["J外部評価の作業'がおこなわれた。 lゆ995"年!ドiから lゆ996~作|ドミにか[け7 て

，実夫8純砲された白め第11白1 ~恒凶!Jの外i部訴綿紙1.‘i説一

もらつた。そこでは，研究者側人の允怠をもとにした研究所の研究体制は172とがj

にa汁fdtidれたが.r，ijlf年に共同研究の組織化や研究fi・史料の泌総 ・公開に関して

問題点が銭されていることが鋭く指備された。

I iO 革 3
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【海外研究拠点】

以 |二のような研究，;!'jlhjを実り殺かなものにするためには.現地jË~'1.J自の研究を

組織することか必安であるが.そのために本研究所は海外併究拠点を作ることを

桃却してきた。その似初のよ式みとして.1995句'.10 ) Jに芥港大'ア:アジア研究セン

?ーと'下術交流協定を紛糾2し， 1 : として中Ii~を制!とするたJUJ ，i!'酬のT究に関する共

同研究をスタートさせた伶交流協定は， (l)JUri]研究の'kh弘 (2)γ-打・研究おの

担l1i訪問， (3)資料およびliW先M搬の交換.を件としている !I!に， 1997 "fr![に

入り，シンガポール大学fl会ザ:部とIn]織な乍:体.r1どifii協記を結び， .r;tベンガJレ的地

械をにらんだJtf，iJ研究をスタートさせた。

こういう成裂をふまえて将米;;.1-酬としては.Jt';t，テリー，イスタンフール.ア

ンマンなどをfjjJな候補地として考え，研究拠点.&inと研究ネ y トワーク形成を

銚包1している。

【大学院教ti]

JtiJ;l大学の大学院総忽!が'x施されていく 111で，大γ:阿tFfののf究riJTIま研究rifrJ務停ー

として大学院教fl'にかかわることになった。その設、rii初から. .fi1.研究r.のftt.x
をアシ7研究の弔'l!!・な-1'1として仇in付けてきた本研究所(;l:， 7ジア地峡の比較

諭 ・関係論を中心とする新たな大学院研究科ないしは専攻の設ii'1を桃怨してきた。

悩報ザ':f;/の新設にノド研究所として協)Jするととらに.大乍1!:i本での将米総:tt!の作

成にも1滅的!こ参加lして， このm:笠!を:J.f.!Jlすべく努力をつつ、けていきたt、。



吋t 1< 

rt干空 会

制f"花自fl1"1 " ~ 

I1 傍 l-n~

H 組織

H !;t，~.t!!'t.'t!:会
IIH持t'U会
副11E ・ 4え，At~H公
t4.'}ιI!公

← 111仁 ・ 仏+官官~11会
← 

才、，酔，-:> "t:oLl会
f!!杓1世II
研究w仰-t〆ター長l!会
研究ザ'it主セ J ター巡n委tHz
防災必u会

~ 1，凡rジ・"s1:1川l

oJ! T '"γ向日1"1
{首~ ) 

取 1';1)'"拘ll"l
Pj) ) 

。持jY，，_r向日"1

内 l'" ，. r.111"1 

1m..世ur-.. t研究:~nwセンター

“前 ・松川
Iq際政治

人~地I'P't

え化人~ヴ
jt+2142 11f 

町市 ・ )I'~

'{ .1 

~.~ 宜!

巧 古

.，・ 1't 
，1怯L'， .m 
主巳 .S-E 4 

i: IZJ 

H坑 ・>1会

e'{ 11' .II!i rl 
f!.";.l..! .宅""
忘教 ・え11:

事正済 ，H:会
d"uf;泌 ，'t，
11，' 4J~ • JS_-，Ii 

u教 ・ぇ;化

a跡品jft・4ヲ

白 uf
会 31 !1十
日f'i'tl品}Jlli

t~I.'n'l位十
('，(I.'l ~j) 註ト

却i tJi tIt 

日 制l鍛 5 



6 

【片付¥:1汚kl
氏宇 trtllllJ!;目

当さ川 jj:h:ま 1941.11.26 43. 3.31 

i'野叫'ノド 1943. 4. 1-46.10. 5 

} i[:ll u:: 19.}6.10. 6--17. 9.30 

辻 1l'tP4ull 1947.10. 1 54. 3.31 

{ JFUI ~~; 1954.4. 1 58. 7.10 

飯塚治. 1958. 7. 1 1 60. 7. 9 

結減令聞 1960.7.10-62. 7. 9 

iI: 1'. 校友 1962. 7.10 64. 7. 9 

飯塚治. 196-1. 7.10-65. 2.28 

小11 (1'，¥・ 1965.3. 1 66. 3.31 

111野 lTI(モ 1966.4. 1 68. 3.31 

小11 ({，¥- 1968. 4. 1ー 70.3.31 

}足立，'i-1970. 4. 1 70.11.15 

川野川任 1970.11.16 70.12.17 
"傍取阪、

鈴木 敏 1970.12.18-72.3.31 

【名作教綬】

R t f午守護rt

i[ L i皮J.::.. 1967. 5 

111 ~f ifi'任 1972.5 

rr 徳忠 1974. 5 

鈴木 敬 1981.5 

iff.怯Alt1982. 5 

IlJllI :_虫11 1992. 5 

大野盛雄 1985.5 

除外 遊 1987.5 

rlJ似下伎 1987.5 

1己1. ~長!Æ 1988. 5 

【E世代・J'務長】

氏名 (f'l:t聞j間l

1111・:::j ))三 1941.J1.27-42.9.30

-Iliノド 必磁 1942.10. 1 -44. 7. 9 

以内太郎山 1944. 7.10-54. 7.15 

J:綴俗之助 1954. 7.16 63.10.31 

1:fみ健 1963.11. 1 -69. 2.28 

新J1 取次 1969. 3. 1 -74. 3.31 

泌総 絡 1974.4.1-77. 6.30 

ミ浦 11;1;マ 1977.7. 1 8L. 3.31 
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氏 1'， 1，午IJ様与

鎌川 1支ti~ 1988. 5 

1111b奇利リJ 1990. 5 

tfx' JlI. Mt ~ 1 991. 5 

1也山 il.l 1992..5 

111 (<tl ・1& 1993. 5 

J.i.杉手: 1993. 5 

松丸道雄 1995.5 

総谷敏峻 1997.5 

蜂I~; JII犬 1999.5 

氏名 (，段階JI剖

1M長秀 J自11 198L. 4. 1 -83. 3.31 

l;t.jff;世絵日J 1983. 4. 1 86. 3.31 

水l付義喝 1986.4. 1 -90. 3.31 

iI:深民治 1990.4. 1 9'2. 6. 1 

.(I J 11 純リ'J 1992 6. 1 -95. 3.31 

l'必勝ぶ 1995.4. 1 -97. 3.31 

小体 )111J 1997. 4. 1 99. 3.31 

イiバ令犬 1999.4. 1-.!Jlイ1:



【!日，f ¥: -':( 11: r.】
)" IiJf冗1折の敏行のえ化~r'ki伐 ・ ÁftI}J1îtt ・ 学 1-院nの名受流行は次のit!íりであ

る

)( ft~ {，'( iC l. i1Vく 1991 ilミ

ノ主化JJJ1jr. u ((阿郎併， 19i81ド

r r: 1- Î/~ ).、 1983 iド

114i主郎蜘 1986'.ド

11I1'f l[i，ff: 1993W 

t[ 1ft! 下肢 199311-: 

乍 [;IIJ~n I J 1・111 ~II; 19341ド

'jtTf 側'って 19421ド

111-1， i:l!自11(111) 1952 'of 

1，'，[ ~.長 JE之 195611' 

九u:占 11 J.:， 1963 11・

t地111 i立 IJ~ 1976 '.ド

占E 訟ur: 19781J' 

池川 1M 1 '183 q・

鈴木 I:f~ 1985 W 

IIIH' 'bX 1993 ~I: 

o .JI織 f



皿 月設
<=ヨ

貝 20∞if.1 JI 1 1 J.!IUO 

，fr 1~ b;t iY，之介

;凡アシア部門 東アジア著書門(第二)

JJ;i iY之介 1~ f受(710後) fi:山 新 数段 (508千)

池-1..: 助教授(707本) h号本; 秀;た 助教綬(502本)

inll )f 数段(702本) l己申請 文l附 教 f受('i11 i{) 

111111 1リ h~'，!II， .r~ f受(70自主) 小川椛光 数段 (510・i{)

JJ;iIl1 i~ C!II ωl 子(，113ヰ:)

総n fl.J: 数 字1(703'ゼ) 海アジア部門

;~; E。M，，a 助手xt受 (711''';:) 加筆~ '，'キ.a 数段 (607ちつ
問4' lK{)'， ，fx 段 (712京} 向矯 l1s緩 劫数r1(610 て~J

r，f日立向; 助教授 (307てり ~i:事 悠、 教授 (603・4つ
同.{正す工 教十Q(305本) I二F・1勝12 q~ t1 (ω2~去っ

永ノlE:Lifft 教授 (611不)

東アジアお門{第一}

;'ifトIl¥.よ.:.i 1~ ~受 (411 呪) 茜アジア穏門

f.S見i事 If+i 助教fi(.103ミn 鈴みよ ;(i 数 段 (803 ・十~)

:!.¥ III Iリ11111 助教段 (402~~::) iえi1i ~喪;ti 数段 (811可{)

、I~ぬれ日1;(例 .fx J受(407可ご) ;);)111 I巨 教 J'1(807前)

I t tM~ 助教ほ (408・'iD 例九{ J.i. ( WJ数段 (810本}

後d長 flfl 数段 (808'-t:> 

銭111 繁 教授 (802前)

t接イ正 一)，:. 助 r(812 .;，~) 

阻 綴 11 9 



附属東洋学研究情報センター 非常勤繍飾・

セン世-1" IJ，I i r之介((斤) 小JII F華

セン 7-Uf: '11'1' b長市 (608本) IJ、3見 titl人

者主 役 .;;'.t~ 門~ (410宝} 小林 {円j

助教j受 rZil '1'1i'i (306主) 筏J(，i 徹

'Kun授 i烹!U~*r. f (813本) JJi水引lki

助 鈴木~If.* (512 'iO 与野 '~ 

情hi Mi多

研究織関研究員・ 派!.!.~*ð ( 

1'i地速也 ".1.尺 (111'1ミ

IJ、以前人 I~ JJ; ~弘

， i 111 悩久 金111 ~Ü~ 

陶交あんど fゑ 淡J占

4 欣 ，';'111 Ji 

I:I-'O 11，1りl

大イ1 111jよ;

IIJ11 1%主-

級Jt. '与ヱリJ

食 i下久

隙 tlf 

向!l ~を:込彦

• 1998-2ω0年度

10 



事務部 図書第一轡

1月 H イ1)1 金}~ 同t1rm.t蜂~ f!1iff ir 
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図・第三111
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f品 'I.r '， I~J川秀J主: 'J~ 務 filì 11，: U ii'I ""トn(

研究1llカ掛 遺跡銅賞室

研究協htlト1~ (併， ヘi:h~ ，ゆ同 t止 野久~W:嗣
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抱負数 (2000"ド4JいH刻化)

ti: I受 19r.比)]m受 101'.助 l 31'. 

Jif)f(f 191'. H n 1.れ

教聡..の異動等 (1998W:;月九2∞0"1'4JJ) 

('!':(liJ 

1999 3. J 1教段鈴Mfr，大作"I:ill議

1 999. -1. l 助紋段 'P~~~t.郎教校(!uアジア:'JW']) に舛fT:

19')~. -1. l助 f j十以J11!恕 入fY:院総fT文化研究科~師にHft

19')9 4 f;1kU.( ( 助教授 (I'!jアジア郎1"])(こHri

1999. -1. V.dl'l'!1'f 助教綬(附k.4!.l.UI，'iぞ研究WfUセン 7-)にl，i;

111 

1999 4. 数十.:t '1"lUぷな附IlJuWf.，，[:研究t，'j'干uセン 7ーに配;町倣

199'1. 4 教 J受 7Jfi河内!と 附以来iやγ:研究w宇uセンターに配i?lW!

1999， 4， 助 T 鈴木附ii< 1治以来ij-'7:研究Wffiセン?ーにぬJ;Jtf免

1999 数十.~ I，'(，j~.:サエ i凡アジア正If究i':l!I"j!こtle，i"o'l負

1 '19'1. 5， 18 Jl:教j受鈴hUI~)， r. r~教綬の祢~}佼 ji

1999. 9. 11 t}H'! 助教授(!l..iアジア，'ff!I"])にt-l:111 

1999. 10. 1“2・. 17 助教授(汎アジア市)1"]):こf.dT:

1'1'19， 10. 決~~4言*H 容良教授に災m
2α)() 3. 31 助教段厳 鈴任期満(:こより ill~

2αlO， 3， 31 助 f: ，'ifJHf'1人退議

20α). 4. 信-i>:AX助教授(災アジア部門)に1;::I日

20α). -1. れれIR:(!J~ 助教授 (i，凡アジア部門)にねJII

( 'Jifjfm 

1999. 4. 1 'F務11( 小林郎リJ !(.i''1:泌氏乍系研究WJqhl~'二配ìi'1~

1999， 4， 1総務 ur H.~WJ J[:之教ti"'J:総附"~I~':J等学校 ・ "ド(:校 ' J lf~ U町二

侃~i;'U負

19'内. ι 1 (';.:1，') Uモ.l';(I，':?1l 'm u秋山紀れ会科乍研究1リrI究1，':Uf.lこ

配it'sef換

l門999， ι土1， 1 公，dUωH-<て 以jパI，J必N.f斤f 広鎚iρ学戸系総{務先ぷl限吹制|恥k‘下t. L比tむω‘;)川IH盛動E日肋u拘M物句4科'f十ド"つ乍.1;
U[Iにニ拘配t山1ド川"バ'寸，'j換免

19<)9， 4， 1 荒t指ω1< 1.: (俊lりi点J;tマ'::;:; )(.午附以|文111;合，Wdt!サーピスA明会



巧Aげd.f:l，c:Iこ.'zJr:
I<J~YJ. 4. 1 会liI出 )LtI，["IIJ! Ij， i r.~ t: m(:iT'.'j.門乍佼会~ï ，-i~~ ，'二(:c;{f

1')')'). 4. 1 r '{:fflU '{:系研究点数fBJ!14 hjι金人 事務iてに抱!?'I:検

11)切. 4. 112.Fm附凶牧泌総務 1IT: . l'i'FRtlH< 政t!d量 総傍 I11 C' fiI!.，vi 

倹

11)')'). 4. 1 附凶i司j;飢情報行.P1lぷl'i'FIl1録 HE 宣伝H'I.f$必'}1 IT . 1><1 

，'1m lliWこぬ~r.'!!負

1999. 4. 1 教f向Iγア.郎附凶f行1て':?

にh虻;i内:11倹免

1 ')'J'J. .j. 1 山m.ilJ州諸I，'}'f¥l'PI'U十以佐々木有1;( )'WH卦1.，にf'Lin換
w明 4. 1 万旬以rpu IJJt lIu rヤ研究情報iセンター業務!ltにfi~i町役

199¥1. '1. ， 羽i1.':矧'1 I~ll~ 取i!，'γIiJI冗w特jセンデー業務凶にfi~ii"1ì負

1 999. 6. ，総的 ur 政!k俺・lUf究協)jtttwニflHf.
1 ')')'.1. 6. 1 1百1;':ur-・以1，':¥.Ii.11十lて て下，);(/¥ -gll r刈J;鉛 HH"v) Ht( T W(.除

1999. 6. 1 ，~.'d1't掛i生似mr; I珂|Ji第一掛kにAcii'H免

19'.19. 6. 1 1.以f_)jUHI~際交流 1 Ir f，'iblX側IJ，'; 研究協}1muでに虻i「[微

1 ')<)'l. 10. ! I'J，γ;;1;何fkJW.;院'i1Pt!，，'J!lIlJ変m .lli 'Mlfl {-j，宴会，，1!lト!こ ~ij'l!喚

znoo. 3. :11 Wf~t~ J)掛 E代 SJ，械閉山定Wi怠J銭

2∞O. 3. 31 なfl5掛む i"i~ぬ r 'L1f:ill戦

2∞O. ，1. 1 総fjj1，tT: 雌伎IQ • 分子細胞生物学研究所ぷfち I./I:こ配n~j

2∞(1. 4. 1 lfr.ffltnk ';'~II~ i'1ð: 教f.t.!'j:Pß~写総f弘之滋賀HVf:総務部1".ニ記'Jl

~ 

2ぽ10. 4. 1 I刈Ji守i.rH1.ミ (~I・ 1 1;{; 附uí阿il~生可tt長iサーヒス♂!事3J54shut

1<に九!，?(換

2000. 4. : ，~Wíω 桜木J311f Fivy:系研究科写'Jifn泌人'Ji少に配17{喚

1ωO. .1. 1 J山口研究前総Oi11下 ・U;f:liWk 守起勝以総務 1fT:. lill:先 tt.~)j

必1"にfj(jW負

2000. -1. 1 総務t~iI総 f~"'l.!r1;*r+[Jム松tltk 大ff悦(- lfUWH，，!こ配ii''i1免

2000. 4. 1 1川、H，，})、牧行会館t，'，鰍交流，訓，'1耗Hl十iえ れj別玲( Iズ1.1:.w.山L"
{ζ柄t!lJUm

2000. 4. 1 1;γt:~H併Ih~牧J弘・I1傍'+[1: {T. 竹汗' 地l! 問究協1Jl卦1:1r::ζfi~ii'lJ負

2000. 4. 1 '.I.! ntJd~'9i I，U;傍掛 'II)):Jヰ夫 庶務l1Hこ配iff換

2000. 4. 1 t)f1，'isri'l I-~I ，': ~~ì 紛に配ii~l後

m Q L.l 13 



W 財政

l. 校費

{I:)文 iA初旬1(1'1']) ~ WJ定 決TI倣(l!IJ)

1994 165.664 

1995 185.313 

2.科学研究費補助金

1998 "刊文

1996 

1997 

198，800 

171.941 

198.365 

175.891 

1999 "I:J込E

研究将 11
うど{、I決定額

研究事1111 ぷ Hi.ki，E客員 1'1守欽
(千IrD 件数 (千f'D

)I~総研究 (A) (1) 3.100 
1占総研究 (A)(1) 5.800 

J~者1tωf究 (A) (2) 1，400 

!，!;銘研究 (B)(2) 
L 

5.700 3 j占総研究 (B)(2) 8.700 3 

l Jl~総研究 (C) (1) 1.100 
以後研究(C)(1) 1.200 + 

J.t;総研究(C)(2) 1，900 
， 

特定官Ti級研究 (A)(1) 17.400 2 特 定 制 附(A)(日 19，200 2 

特定f，Ji域研究 (A)(2) 1.200 特定f!l'i.l!ま研究 (A)(2) 10.200 5 
~ 

!万j必的研究 600 

奨励6Jf:先(A) 1.500 21lM(ANV000  2 

特別行ti!!;研究 (2) 1 18，000 

特別研究H焚励t~ 7.700 9 特別研究LB定励~'l 14.000 15 

i将殿下綜r;，f，~fi
11.300 2 

(，oF術調作)

22 lr 合 iil 49.700 o 1'iI 32 

1¥' I封政 15
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3. その他の符;{~

以ーーのほか ¥11 E iγ~~Ifi ，t・，Y』の墳で後述する五 jIニ >"λ|、乃!川.H

t I】研究助成'!:~I.t入れた

1!Ii~\h向IWtl(l9物館杯辺翁之教1占金会

F・J"Il-H引

Ø~iI剖



1.建物

1'H1年 11J 1 

1948 {I~ 9 JI 

1965句:10 J J 

ゆ68年 7J 1 

1982 ile 3 J J 

1984 fド 3J 1 

1999W 8JI 

2000 {f 3 JJ 

V 施設

lU，友情"4大学附lIi凶IfJ館内に0.&

.l(五(1)(大塚町 S6;H!，J!Jj文化学院ill物に移転、何lJjj [;(f.Il館内に

分午4をおく 敷地1(1Ifl'i 5.081.22 mを ~，~'lil!物J(nW 3.012.5 m' 

(1付1.500m守山主外務行IUf修川が!J!!11]) 

~..~l!tI町内新n:~今努11 JOJ I:IW;Oぷにより -i'lf!f，l;+J;

令IU外ム7A_r 

鉛合研究fH予知と-.:et処分fYし.令鉛を仮!JII.ll!物111Î~' 6.5i7 m 

1:1111改修 L'Hi;じ成

114s11]タトザの fj_隣以上の.11:'1"火JJ!Ji1l 幸い人々，Ir放に技{ます

，lIi GIリ外ll'の人1必泌に('1¥う外収ノト1M修PI!終わる

吋研究s訴の.!JU!:のil!物:1.ゆ65!I:に .m;U¥?sされ. その後.針 4 ・改修をH

たむのの. ~同化と i先陰ftの:つのr.llm~を他えている。そのうち.叶~;)や内外

'~l(liの劣化とヒピ~';llHについては. 1984 !I;の令I('Il攻修 r'1'により. . Ie.;炉消さ

れたとJ57えられていた状況で. 1999 11:に 1'46111外貯の大J~li誌が111米した。その後

の外収の全I(，i修PI'により.応21処仰がlf)(られたとはいえ唱ill物全体の1f.Fi化につ

いては，f~機的であることか判明している。

iえヨ主化についても. f:lIll1i:主解消されてはいfJ: 、。 iせ界的む水併のrJiß~1房長長す

る関係で.ill物の令スベースの 3却l以 iーをII:-frliや閲覧手:と u て.収定 ・公開の充

実を31-っているものの.ì~eをfì;と小川Jft文献の飛躍的的IJlJや.γ ラピ7~長など

のA士'tJS.下ぷ献のw倒的収集により.すでに'iUWをOIfjぇ，分ねrl• ~~'~がイ、"Jtjlgにな

りつつある。また. ~H凶!-I!i下字文献センター令改*11 ・ 鉱允し. 199911'.より .!.<Ii

ir:~'f:と研究fji科iセン世ーが允起したのに{ホい. i正米かふ行τ てきたw純i資将の収!J_..

公闘をより''M.dlllikさせようとの占IpbJに閲しでも. .!Jl (f.のスベースでは.3じ全.こ

¥. !色.:i: li 
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不足する状i}~となっており. t&: ，j.:(t~な wl築が守!まれる。

2.コンヒュータ ・ネットワークの進展状況

本研究所!ま. 1996W4J]rこil.U悩委u会 (2000~ド 4 Jlにネットワータ ~U会と

改称)を投i代し.w，え:liJf ネ ットワ ーク ・ システムをNl}~たした。射イL 総数のサー

バ ・マシンを利fjJして.研究所のほほ総てのパーソナル ・コンビュータをクライ

アントとして接続している。 1996"1: 7 JJよりホームヘーシをみ;協約に巡伺し始

め，数日'の研究↑山知.制JJ・資料↑t'J報. 'HfJHt'J却を-1[1して倣うようになってい

る。

研究情報としては.rよね作文化研究所所厳決($lH1録データベース"G減数公l~fJrll).

IIJ[I~現代九日銭J. データベース rt1tW と n本J.r近現代rjJLl<j文ヤ':1渇係維みu次

データベース~. ~(おアジア文献検決・データベース~. rTibetan-Sanskrit 桃文対照

'，1，1 H~.'}フロジふク卜 eDic; が公開されている

'ti{主的知としては，教1守系と 'Hf:方L{系とか一体とな り，各績が妨f均株!のオンラ

イン化が実現されている。

ふ:研究所!ま，見u下学研究↑点字世センターを111心として， アジア関係の研究 ・資料

付i報のJjJ{Ulと訴も:'[，分析と加 L およひ'研究↑fi搬のネ γ トワーク化をiJ!観L.手守

Nlの改司;を進めてきているが，このネットワーク・itI誌はそのIjl心をなすものであ

る。

*文IiJfホームベージの URLIまhtlp:www.iOC.U-LOkyo.ac.jpである。



VI I~II (;.・資料

iiiT3EDf究悩綴セン 7ーの研究部!f!l;を乞える.文書t百円. .Jr:文:r_{'・ftnの ~U作文

化研究婦におじる~ih~状況は.n トの泌りである

1. !><I it 
r • 

本研究所[ふアジア消J山城に1S!:1する|耳|円資料を約 57lJ 1111.維よi:金約 5，う86Ht 

'~r i:長している。とくにi'Jil~ (，1 今 11で WlxllHよ IIJt~til't l!Uよむのが多く .11 1>:では

(，放のコレヲゾヨンであるe その他l二. '1'1同jh.何llf訴.マラピγbf;. トルコ』!?.

ベル J 併 hfi. インド木戸ア ~:t. サンスクり y トみなどのl刈'} .，. .!.tむ鋭必収集に

句めている

本研究婦の関内 ・2壁21:数I12倒)()lf:l TJ 3 1 fJ.!ll {f .次のとおりである

fll ・ 中 . M文~Xh'l

i下点以l占

千n:文総誌

':!)jX:維停車

'1'文線。主

trュ;0量誌

434.804 1m 

136.4581A1 Iil571.262111J 

1.i53 Hl 

313傾

2.388紅

1.132事li ，~I・ 5586m

ζの(也.マイクロフィルム約 5.'>40.r;... 1クロフィッシュf.J117.'>70伐を1fT

政する

主要所蔵図書

[大木文康].{.;研究折口II~1a~i，ζ. 大木併・l¥:より'1'[J<lr.t;t.ij関係内総欽 3.168郎.

I'U "':.1 1111 1:>・'?iI\~を受けた。公般的のは r'Îiiil!まノf>. X:f.i，の柱:おそ与しはi1¥関係のi'i

'E 11:をはじめ，則的以後の的JOIの附'先日1.1ィ、1I1'Xの必*fiffである。 1<J5'l Ii;に

吋υ;，).ぐ'f:w，バュえ化研究婦人・，f，:)(J'I ( 分:lJ11 1$.~J が何なされ. liJ1 iされた

[帝国学士院東豆諸長銀調査委旧蔵書]11)14 {I'~'ii同乍 1:院w" II~治ltSLAVE-《のM

I政・ '江い.その厳 1，)LII淡i，'.1: • !iJ..t . WlてV.2.000 RIIが移行δれた白この

¥1 t唱。.fi!i 19 
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t;，かに:土l川欣におけるアジアJZh:依研究の 1援な文献が!.Lめられている。

[東方文化学院i日図書]1929 "1ミ!こ.l4Uj文化にl刻する研究織!刻として， 外f:iHJII折

1'~の*んえイヒ午:院!.J;ü~(研究r~初、自1]，(立されたが. 1948 {1ごに泌された。その111磁Jj

千fI淡;1あわせて 103.5871111が. 1967 "F 3 J 1にみ;研究所に移行された。浅知の111骸

;ふ 1929 "1二に lj'll~柳川'(îの徐lliJ狗氏より 寸五日比人し た京海必J付制丸円である

[松本忠雄氏18蔵書] 19491]:1史料乍研究伐にぶつ総本忠縦氏"'械の干1I淡洋Jf，機

よなと約3.000IIlJを購入した，とくに近代中[1<1研究資料としてiTi'~なものがある。

[長湾規矩也氏1日蔵書]1951・53l，fJ't[:及科a学研究t'lにより. ki事局』経由氏111械の

が.J3.0001111をi出入Lt- そのI~符!土日月ii'jU与í~の戯ltil小説~iである 1961 "ド 1J 1. 

本研究婦抗IJ¥1. 2011'にあたり. IriJ氏から約 150111/のhli光を得るとともに.rtt紅勺

ムピ['Il分JajfliJ..Iを刊行した

[i芳野謙次氏!日i{寄]1952・53[，]，J 'o fJ立科'\.，:研究.(~により 7，が泌t点'j!Il野f，“戊'持埼次氏111角i必.攻占j洋T下tJ.Jt

750111附111日1をω峨i人しfた二 人1矧E羽i学 ..)汚f 『市1ら1，'乍|凶対係のむのを相似l~斡?とする。 l悶97苅8"作|ド: 3 J川l に r~米J反4 

JふjλL大.戸ヴ‘アf:!必4誕桁ii洋下』文〈化白研fヲ究ピI必努知11泊't山1世s型野F文l州，1ポ|K[分T税5説iI引li録品』 をf刊1可刊lリJiJ・した。

[矢吹痩鐸氏旧蔵書]1印95泣21年lド〈百俊1

をE附汚人し fたニ:英仏独のマニ教の文献を中心とし . 仏教遺跡の允益11銀作 II ~も~まれ

ている

[下中文庫] ド'1'効::郎氏より.1953 ~I: 1 flから 1957W 6 nまでの.戦後:H版

のIj，[同l'}4‘500 110. rllll~燦誌 10 神および戦後: 1 \)坂の!4m関係j下，I} 130 11[/の24faR'

を受けたv とくに111['4/れま，当時人千できたJ}の主il!ならのをほとんと術縦して

いる

[東京銀行調査部18漉資料]1959・601品1年度にわたり，!;J，[J託銀行調-f'eil[l J!n ~哀の終

済関係J?を1:とする干11淡J}・資料額約 18‘000110の'dfHWを受けた。

[仁井田健氏18蔵書]4.:研究所れ作教綬1'.) 1ー fH~章氏の逝去 ( 1 966fド6JJ)後‘l野

放の ' I'[I~ ，'! 5，000 1111. i)';，'} 120 1111.干11，'} 2.200110. m代公私文，'afi900余点.50 

J占の硯!火:のUiみよを受け入れた。ノ"，f.;文*とともに I lI lj'llijの社会研究に.yí~なもの

である， 1999 "1: 3 )jに r.l4ii')'i''ji;文献センタ-J'f刊 別鮒24 *M人;乍点作文化

研究所1-.)l'川文"I(i')isI]総附干lIi下J}J4E刊行したr またがj代公弘文tl}紛ら 1M 

J;!.J.:i}!W作文化研究所 1 .J I・川限時[:必mq，同文，tn-1U (縞)Jとして1室内した

[我妻栄氏l日蔵資料]~王 1f栄氏の逝iよ (1973 "1: 10 Jl)後. 所械のfuバ~i:l;"f:文献

および名純資料が点以人;γ:にdf附された際，本研究所!まとくにアジア法;tlJ関係文

献資料総数647，~193211日の帯以'を受けた。 1982 lf 3 J J /こ'".J!<M栄光'f:1I1成アジ

アil制関係文献資料t1紛』を刊行した。

[倉石武四郎氏|臼車童書]1975 ir:J.(rに本学1'1 ~'~教授ftィ i武内郎氏の淡l:1を1'.とする



I:li: .1:を以依することとなり. 1981lドはまでにその 'Tf'.吹な:~+;分. i史研約 4.300::λな

とを1，'"人し た

[江よj皮夫氏旧蔵書] 1981・82・84九11・肢にわたり.イミIiJf究f婦約作教授HUt主)，

I王のぬJiのうち. 1怜~午. J;以〈b仏Lγ.J考)4わ引'l川l'山lhl{.ヴ.をI中|ド'心と Ltたニi汀L'作;の .;郎1司郁f刊i終約~ 2.5う叩0λを

i峨情人Ltたニ

[The Oaiber Collection 1] 1986・8i1，I，i!fI'Xにわたり.!.IU下ツ:え:rIiI:センターと

i必JJL.ハンス ・7イハ一氏ゅ必U-した，;1・ 367aの'};.-t>:を購入した イスラーム

の二j~教， ，1J.1..t'.!. 加、1:に I~Iする R従な資料である， 1988 '.ド!こ Cata[ogueof tM Aro. 

blC MarlUscntls ;n the D"iber Co[/ectioll. Instilule of Oritnla[ Cultur.， l/n品開2りofTo. 

kyo， by Hans Daiber を I~Jli した

[文淵肩書本四庫金書修印本]19BB '01'1支に文部:11持l本Jl4W小川彩月J..j..C，t~'JIっき〉全

1.501 1111をIf持人した。/1'1代以liiiの，11[Jqの占拠え献を鮒縦した.w.むよl本的む芯.I}で，

， 1'1 1<1研究|イ"IIJ欠の Ti袋札をむヲている

[オランダ摺民地省公文書索引およびジャワ官報]19B9'.1:1，Q!こ'7イクロフイ Y

:/.:l.化された資料 4式をIfl，~人した liij fi!まオラン列 I~ 、I公文 Ji 針。(f折械のIIIMl~Jt!l

1守x:，'] (198011;-1921 ~lにの泌引九放['i {i:分を割湾総し後行はインドネシアの

すランタ制民地政Ij:fが 1928f!'-1939 Wに公{IJした行桜の，ilr&である。

[乾後版大蔵経]1990 "'"立に今 724創 (ftj除llO111/)， 人~7ljj 最長咋!教 lI ik -陶 (5

1111)を1(持人 Lた ligMilli去の本J~Ji大級事fで. 1657 ，~刊の仏教典斜か収録されてい

る、淡えの大政経で経!坂本が{米{fされているもの!立， ，~;jüt!t長とこの吃降l散のみで，

きわめてti弔な資料である。

[Ouseley Collection]イギリスの外交'1'~.で J-IW，乍行の C， Qu叫le} 卿(1770-

18+4) ヨ1111，占jlの-('，110 17 Ilt紀から 1911t奇心にかけてのヨーロ yハ人のインド，

， 11近以への旅行叫とベルシおよヴ・{TAAを Lとした 60点. 令 1061111からなる。

Ouselc¥ 1'1身のJiき込みが随祈にはふれる点なと.資料。')Idfi Illi/)> (:1い

{高アジア伝導教団資料集成]1判アジアれ地で仏43A5動を(fったキリスト数十月の.

18 l!:紀ふから 20ltr叫までの"1'特1，tli会みの議NJ.i Hl1 ':O} ， 約1:り /i7j.:~~ん

たマイク口フィ， ;/ _.， fi料である

[Indonesian Monograph"
‘
1945-1973] tランダの 1，{ . . ¥ ，di • J1!!.f'I!・l.¥:/l

7研究助か必U-ltニ， 4111、工後イン Kネシアのfl会付'刊悶係11¥版物 3.258点をマイ

ヲロ 7 ィッシュにまとめたらの。I'i符はきわめて多彩で. インドネシ 7:¥R代史の

研究にイ-.;IIJ欠のfi朴!lである

[故今場銭ニ氏1日蔵・ - 資料]仏 !，~k'?名作教綬今ä~必 -氏の逝去 ( 1992 1 1: 10 

Jl)後，IYr械のi'xm300 J!.i.. l[ J II~ ，': 2.000 1m，文JfTI料 500点

¥1 [><l川 .fiれ 21
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1¥:1 [，[ l~の託会~rm. 信的史資料など多くのIJ;i資料をftむ。 ( 1994 {I:段 級J~W{

'f'l) 

[The Daiber CoJlection 0] Ij正研究所所似の DaiberColkClion 1 Jをh1i完す

る. 18 lIt~cを '1'心とする 12 !lI:fcから 2011t紀初'}llJtIこャ;るアラビ 7 1i!~ のη本 120

fiの集成でー，14アジγ研究 ・イスラム研究にイ、IIJ欠の・次資料である 1996 {I' 

にCαta/ogut01 tht A rabu: M側 uscrittsin tht Daiber Co//ecti仰 11.11I$titutt 01 Orim-

ta/ Culturt. Uni即 'siり01ηkyo.紗 Ha1l$ Daiberをr1Hl'した_ (1994年度l崎、'"苧校

特別総m
[東アジア宗族社会史関係資料] !.Ii7:)ア全域にわたる〉J483t礼会~の比較研究に

ìn~な資料II 初島下鉄清朱成4941111. '1'114IWly4~i~ /j):社会!よ~rtH. 伴j洋平:係 ・ 格人

関係資料2.2631111からなる j応札ト，.，会，余人史の).1;ふ:fiHとして口市な資料で

ある。(1995 "1二!全般.&(Î;j'{~) 

[中国西北文献叢書]I決例， 'I~，吟q:r， ，'íif，j ， 新41;!などの rl'IJ~I'41tJ自 }jに関す

る.!iFLii，地PJ!. 1(1谷，;t:.:下そのほかの3Jt分野のJ占みよ文献を納長江した遊J?。

(1995 '.ドIJ[-鍛.st倣伐}

[オスマン誇 ・トルコ諮年鑑定期刊行物コレクシ ョン]トルコにおいてオスマン

"ftおよび現代トルコzdで刊行された"1'鑑矧，正WJJ'lJij'物。 19l1t*cfJJ凶オスマン

仰い抑制tの|刻家"1:銭や. ，'4アジアれi臨}j:およびパルカンにl対する公的な t，[~緩むど，

政治. 社会， 終i斉から文化にいたる丘、j凡な分野を鮒叙~L.近-!lti¥:の1'4アシl ア研究

おにとって究員伊lの少ないi'loliな資料Itr:である。(1996 '<[:trtー般s没倣'f.'1)

[西アジア関連写本集成] ミンガナ ・コレクション. ロントン人・ヤw.i下アフリカ

研究婦およびユダヤい4，'0ぐ判折械のアラビア泌を'1'心としたマイクロフィッシュ

によるりふ:lll点。コーランザ:から. ;1γ:ーメC乍.11然科・7:守片tEi:ザ二i《教1ルア:を

fTむイスラームを'1'心とした州アジアの!ぷ念! ・ J文<:~化ヒ . 怯L史iむ:の ω研F究にイ小、 H呼I欠のT資E料

であるo (1996'.作|ド:1皮支

[中国第一歴史絡E索軽館所蔵湾代錨耳案E資料] 1ゆ99初7/，年Iド:1皮良lにζt際td記己r門，;案終r資Y料の7 イクロフイ

JルレムをE隣持入し fたニι. I内勾.~会i子れ.1!ばま 7日，イ{I中|い1吋{妹必持批t~会s持桝1t似u政E窓矧1泊1 -"1刊I(機処総品凶副'1炎芥附'1 今114 1.1<干III:I~水

rr然、災:lJ資料ー rI付l品1);(総IIIlJr'l~i'" 胤Itt )~ 1 i部位.kffll彬桜米IHL l'ft.{* 1~11総

統l~iIJlH"í京~ r刑法部所;谷'AEJpilim;立i送.NU('WI:氏fllJJ ~ iM Uìíi球門家~料 であ

る これらは総主!{-T-)j('['-!こおよぶIIJjl~第 -Mt~と円安航祈磁のがi初公文:Ji の・泌

を成すものであり， i ， 'jf\:t[ 'lnlの政治 ・ ;I~IJ免 ・ 経済 ・ 社会の分析においてがiHめて ili:

"il!な第一次資料である， (1997 "1'1立般ぷ倣m
[前野直彬氏旧蔵書]..-t:乍?ノ1件数t受liij![lfll'{彬氏の逝.l;;(t 998 '<T: 1 )])後，小，~l主11

lこ特色を持つl舟磁の泌総約500!.'.¥4400 1111を購人し， タl以tI文JOI( とれ付けた。



tjl!ニ l'Hlな版本をfTんて、いる。 ( 1998年度 'J ーダーシ γ7-](燦終~'i)

以 iの行コレクションのほか， 1958 ~I"良から 3 かilごにわたって， 文;~iI't'î科学

研究伐による総《研究[アγTJ山t;:I(の託会 ・経済的itiJ の一環として，資料(t

としてi下m1，800 1111を購入 L.また 1961~ドI支から 1 965 ~ I二度まで燃側研究お上

びf.'fi.E研究 アジアトt会の近代化と文化の変動 において，総事止して資料の必然

に努め.総欲4.i711111にi主した。

2.資料

4>:研究所の威厳する治利の資料のうち. t1i:'，裂なものを以ドにfWげる。

[殿代甲骨].4-liW先月庁所級111・l't!i， 次の :.i~ii分からなる。 m -(立.放MJHlh郎氏

1 [ I械の 1，708，.，・で， 1979 {I:に現政{iJI: 1:1:，美子氏より得11切された。 2111は放11I'1'

1定太郎氏"I~ocの 3931 '， で . 1979 {1::に峨人Lt.:，第?な111t.x (1 'irliil'i，1l氏より寄

贈された 2J iーである 九汁2.1031'，'に.i.tし;;1，/;11)ぐ';::人文科乍:研究所に次く ， わ

が|時f1数の!JUiiiである。これは， 'fll'J!ll・綴fTの 1:.必)Lj心邸ff点京大切-*洋文化

的f究所!Í~lII'tJ火'{: (，火11阪に1..(-*i下X:ft研究訴判Wi1983"1つとしていIirされた。

[中国歴史古銭 ・銭惹]III-*Jj文化学院の必朱JAで.S;t代のH1l:， 戦何時代の(，j

銭 ・ J)銭 ・ :.'II~からはしまり ， ~t，代のft.t(的貨幣をJjjl~;占する が:J1.250 }，'.;.の8銭

と， 10 J.'.~の銭のfh伎を合む。(綬Pl1 ' I ' )
[中国考古資料] 1'，記の11I'i'y，，t;銭以外に， .kL、均約 110点.$完，え， '段， Sifなど

のl'iJ1?:{， (冷~6， 1 : 日総~. 臨倒与. 品仰与主製1口i地也Z滋手， I貯lザすIf耐fr“riJi'，I係l雨詰. 仏i像象弘， /J次xf服i淑!l.i七ミ内3淡主飾占品占.

1:1俗谷品があるι j大〈i部司邪i分{は孟刻訓11川11)点i梨LんJ文ど化つ?学1毛:島

ある。

[中国絵函資料 Of，i版 .if~Hりf~ ・ カラースライド寸)]米rl~. カナダ.欧州，ア

ジアの〕ミ術館，例入~!t家がIrr_攻ぜる".(刈絵Ilhl.およびHふ品l{fの"'1同絵Illlj!こl測

するむのが U~て，その他に米Ilq ミ y ガンノぐY アーカイヴより!l1~人した'11[lij絵Ilbj

の焼付ηLI， 止!};"([吋 I/.文化財6}f究所1);0抜からの焼付 7j:î~等があり ， .!Jl (1;約 20)j 

JJiにのほる。 l↓itγf;文献センタ-J(~ I~J として 10IIIJの11録が 1977-83'01:， 

1992 'o['.-9B 'ofのl占J岐にわたって|刊行され， t火I$J(ま.."'II~絵!llll総合|立1$;" (令5どさ)

として以ぷ大学:lil阪会より 198211二-83'oj'， 199B '01'-2000 ~I:の 1，1，)1主にわたって

I~H f 忘れたの

[中国清代 ・民国期の文書資料] li IIH..:から 20111紀におよぶ.Jtボをはじめid

興.氏ill"綜州， l凶州.11応， ~:~山などの1..I1l!文 Jfを".心としその他公私えJ?

¥1 l'xl!'r， rt*， 23 
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m約二T 主~Éll.~がある I )1 nlW:れ件数佼111厳irtr.?分や"1!~í 'Il i研究所以~Á~'r容

を?む 目録とl勾詐の'1i!)(;t. 1'183 W -86 il:!ζ 『史ぷ文化研究頃tl1h(吋t地j(

，'h i止.~ ~え t 上) tド)J(~拠点'学j(献センタ-~刊}と L て向J1 iðれと。(~!T

[内蒙古出土学術資料]iLI・波人}'，件数段が戦liijに内;ttJfで1t執iI'Wねした資料

不11)Jふか， 1983 1j:に'，lí ll作 δ れた。 tとして L ;r~Ji' ・陶 ~:~H でぬる fi'Ffの

I~JSIj:i[上氏の L 、く-)かのぬよ;にìlj.1置されているが. JI:If.i1的多欲1.1.).. 1t 1'"のむので

まる

[インド ・ イスラム史跡調査関係資料]子'リーおよびインド行 i也ι刻々するザ Î~

7+ トマ代 &ス jムu't跡にi刻する?iHで.り1
t!.実IUJJl司らとか lらもので3う

る。 1959fl:-62 {I:!交に.'~!J;t火ワインド史跡必Úi1"l か実能tf.ニ現地"，'Htの戒

!+lのす沼である。『デ:- T J ー沼 1:中~IH年代のf.l!.it物の研究J iTI 1径 (196i).

第 2{! 1969ヘマ¥3 ~ (1'170)か刊行された

[商アジア考古資料1 ，Ii(~ イラン文句!の研究を u的として. 1%6W以41f1i441人

γ・イラン ・イラタillU).，J:J州吋。がI，I，HIQにおける遺跡 14か19i会'If持11• ，J.'J f'iした*lj

!+l. Jb1u"したらの。そω数・t'l;~) d.'.1こ注し.大部分IJ.ft似品で. 行，I，"{:(第一級

rzf，である。 19;81，'から 1"84 11:にかけて rィラヲ ・ イランirt跡，J~1tI;JJぬ;LJ20 

1111が司lJfiされている。

3. 図書室の干IJ川状況

これらの閃J;資料Lt.仏〈内外の6Jr:先行に利111されている 1998 Ij')立と句作伎

の['i<:l;号室の平1)川状ilW次の.iUiりである。

閲覧打数 - fE内J.fi'iI 'H'~1: ， 利IIl1lU放
• 3 内IHl[司人，句設

[>(分 .. i: 付乍外 JJ 凶作 '!t よ主 μt 
+ + 噌F . 

2.804 3.1.15 5.949 1998 {P1: 27.749 8.545 36.294 
1998 fドflE (928) (.181) (1/109) + '回 ー

J 999 Ipft 3.1.822 10..123 .15.245 + 

2.648 2.969 5，617 
1999年!え (80") (.150) (1，254) 

~ 



W 研究 ・教育活動

A 部門研究

i凡アジアiifll'[J

b;! )芋之介 池本 いt 拡II 考. 11111' uJI~ 

1;;(1日-tflJ; 松}干 売E it初hii-年 oι かtムt IYJ小 W!).;

干酬4は4t11411 tかKらGl}i I崎~，;:叶.1:

i尺アジアt部門I.!，.ジアという対象i-，章子済学 ・政ぽdz-人;%:地問!乍 ・文化人額

乍 ・比校，I，!.l:¥!!という社会門学 ・人;0γ戸ω仏、、に!IIIにわたり.側!JJJWI"j分野なら

びに字際的t;~fi~xの.f'l!~と )11去に深く!対わりながら研究をぷ化させている 同時

にこの部川ではγjγのアジア61f:先行モの手ットワーキングにら J1i-iIさ， 7:; 

γ研究のJ1l!Id((Jド.JI 、ブとしての峻tj~を担 IJ; うとしている。 II~、も 1M::な研究対象と

》ている

れ済 ・ 統技研究分野 I.!，アジアよrl~.王抗 1tJl~のだ.iJf!f.Jな比絞研究を必 Lて.ア

ジア諸[Iq経済1t:'1~のγJγ以内および l崎県における耐践的!!Lii'l吋けを明のかにす

るとともに. 欧米で促起 ・ IWl甘されtHi.所 ft'l~，:~の r1f倹エIをぷみている。 [14際政

治分野で(i，γジγの1141綴政治の;liE111ドj・1'1'，請がj心m究をtlljJ{1114ii勺ている。

人文J1l!pwt研究分野l;t， "戸 7~高地域.二司J.J る 7 ィールド '1 ー?に J，lづL 、て. そ

れぞれに興えよる m~\口挽のなかでの人びとの'Lf.f;の全体像をiiú<ζとをバみ.そ

のJ己主主にかかわるFIl崎研究をtl直進することを通してγ~T地肢のn:/~とえ化の絞

fT内全体をI~ql リる ζ とを( I伎とする . )(化人ltîヤ研究分野(1 ， γjγ~Iílt!!域の

科会 ・文化のlt牧研究を11的とし. 1ク口な.Itl!域社会のI|iUihq合フィールドワー

?の)j訟でNつぶさに1リlらかにする)jiょを 1"(: 111 ¥ ‘て， トから必るいは'，I，lh!.から，

よりマク口紅村会の令i-i'I.'<! 'i-見透かそうとしている 比較.1J.:.1!!研究分対11. !.uア

ジアの!41包!交流の巾にみられる.校'子文化闘のお~絞の.m刊主的HlZ<'i-研究する。

¥D 研究 '.fWl8t 2ラ



アジアs沼地峡における社会 ・文化の変千五過42

アジア;併1:会の[，I，j{j文化とその変作

インドネ y ア社会の統合巡12!照*関ふ

出アジアの集I丹関係とその変符克郎i1'，布l

アジ7u!il lQ経済允JJ~のlt校研究

アシア“おl碍のr:業化と|吋際l"I幼洋之介前{

アジアにおける所1!~分配'W[ミ池み;

アヅアにおける政治変動と[14際関係

太平洋アジアにおける民主化とi同際政治

取アジアをめくる l~袋[1~削の国際政治

アジアにおけるIlq際紛争

J宇

i呪J玄

1行II 

H
U
 

-t郎I
 

-l 
v町

アジアにおける際協と生活文化

両州アジアの生活文化{連俗)1-

京アジ7の'U万)({t1111.. 
、孔

，.....! 

1 I 

アジアにおける恕悠!・文化の比較研究

東アジアの比較恕忽1

*アジア泌l'fJ(第一)

、lts必

サエ!凋;j..

IlJJIIl1 思111，'ilJrJ 将人
向 1f3n Iτ 

陶!.i..・あんど
(悼 Ij411n':，) 

倣il:4

歴?

It 

出w事

際自JI

ょ氏，む語主下

ときにはベトナムを合t:東アジアiせr 1.-1，;， 1[ '1同，朝鮮，-*アジア第一部門は，

界を総体として取り 1:け¥任会科学.庁長9!科学的Jii去によって過去から製作にゼ

とくに*アジア第 1l鳴門と

協))して.ヤ際的なI白域研究による'Ioきた全体f裂をめざすこと IJ:， ョうまでもな ~\o

研究分野としては.経済 ・社会.政治滋n限史.

る政!態1t-犯!泌することを11t'ilとする。 この研究では.

i!Uアジアに

おける11<1米韓'[)}と社会総済術込' を研究n!l!1iiとして JUriJ/iJf究を誕生続している。

17 Ilt紀以降点アジア公私文Jiの総fi((.)研究 ，(l:(Ii資ド)，r判1

-111 1:文献!たや!とそのflf弘:的fTi;t」

』5・lli・を包おし，

この郎門では.

-
)
 

o
h
 

，L
 

--d・・
-
a
 '・t

ず

ι{ 
，e
・l
 

，a
、

( 1:任、Iえ勢}ち;の研究Jffを 組織し本J'‘j勺付外の協)JをiG.継続して研究をすすめ

鮮伝統社会のげi必とその変~

26 



ている。

*，ジアにおけるrl~家統}J と礼会将抗ft'1i.ìú

、ド~~ 陸自1，rlq ，q 山(~・'，'nl~の形成

" 十;~.!.'~ rll[ '<l.lj( ~のよしとれ会

Ji|jil 将人 r[ JII~ Jlj代[I:[:~ごと f' [ :~ 

I!.¥ 111 IIJ1{III r 1 111<1近Ilt.近代のtft庁と;[，ill立

f資ト M;志 r [ 1I時近代のH抗1V必

'HU~ 符 gzí~!f II詞のr.ti Itとれ会

陶女あんど -市制問中l叫のiliItとn会

京アジア ;~i~I"J (第'.)

任11J 新

厳 3世
田年 3月i~ 

八
川
町
凶

日
草
，
U
円

以
品
川

品川
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欣・勺

秀
か
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毛

主

匂

本

毎

年

総
刷
制
一
桜
田

Jrl耐え:l1({

!.J! "'1'ジ7ワ::部門!二. rl'L司令中心とする従アジア地統の恕~t!'.宗教.え~(:. x 
~IH}f究~.I~ とする8fl門である) t.i~門研究として11I庶民文化の形'，xと~lmJ を

ぷ切としているε

-般にtJI1付で!i. 統)J:r.1)ートと文化エリー卜とは分離せずに徐行してねり，

したが勺て総)J エリ ート(;t文化会副h'，し て.庶民!土)1，文化的lli1~"i とみりされてき

た。しかし庶民は文化lIH~}のうりJをくり返して行い，村't)Jエリートのえít と (J

~'~ 1'1な F庶民x:lt をIjみ111した"それは材i，)Jエリ ードからはJI'1[:統的俗文化と

みなさH.鐙く芯殺されfiか勺たにせよ!_，{Jqti ) J的f:'i':i)をも勺ていた。!n:!(:C化

は/.;91]から1.ltぶまでに形成d~1. ヲ~}L以後にめ芯ましく~似し.おtt!!}jrζ仏がっ

ていたと巧えられる。

ι のå~!Ò]に対して.災研究分!l'fで独自の検討をするととむに. Itr，，]してその解
明をめ5している白

¥1 ・ ，.m2i 
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*アジアにおける庶民文化の形成と民間

日111 旬j

監事j;: 1'11人

稲みよ 禿's.

h主的文lI{j

由主 S革

小川村?允

法i 欣

，~4 アジア調印リ

仏教材ljqの11!.衆化

ll!也氏における〈数回な!の受科

l俄加としての紙ヤ

.iliJQ{l::rJ I11、|における小，&のぷ滋

1 C)80 ll'代文・下のλ;衆件

UJIIt'Iの殺哩!sji家

.'U'Tジアll.!Wの俗人)("j:

り"納作iミ

l・H'協I'}

1.4h号自!i総

永ノlUJMT

柳j事悠

) i 111 尚久
(C)'-I比 l)lま.，.)

)1.tJ，( PHf.i互
い向 lt'j "ま官》

I将アク7部門I!.京市Yy lJ布陣からインド花火閉ま Cの地岐を研究の対象と

する。その地峡l孟35iEU，JRと之化をもっ人骨が彼控な社会を形成したうえ.ゆ;

:la高i叫による初i(.ItI!k:似のもとでの丸、、経験を経て.股iをあいついで主h，'[Lた~t;

l司からなる.ItI!岐であるので，今， Iのやwを舟1解するのはfたして'f;弘なことではな

い このEIl併のため. ~，日，111"1: 1政治 ・ 経済 ・ tl 会 ・ 文化などにわた って過去現従

の1，I，jItを総のがjにω17Eしている。

本総門では，とくに 'r'Jベンカ'ル的地岐におけるえft.文明の公311 を深砲と

して研究を進めてきた、このため. IIュに欲["1. flil門のfJVil&Uがt.~IJI]して. この決

:Ilのもとにぷ門研究会合lliJ骨iiしている。さ占にまた. f.7! <分!fr.倹2・l~するため

に.所外の研究おの協)H:i;}て研究班を組織しそれぞれ析しい何度から問題を

挺起しそれについて'J!狂的かっPIl論的:二検討をir司ている。



Ji;1ベンカ'ル湾地主主における文化 ・文明iの交錯

，Ii代インドn会と25式永ノ!己f.itg.

，Ij代インドのよ午と社会

近事mインドの粁i制品池

WíWl叫lのインドの政rfïと ~Iー会

勝彦

悠

I~付

*件~ "ジγのf/il(地主配と社会粍済情iti

1)i場村抗体制移行ドのミャンマ-c_付従前

f型穂

作良

'11[':イノドの門学と宗教

IIs縫

俗久

川

作

札

叫

納

民

M

川

柳
付
什
加

5
4い

1I呼アジアi111門

桝J14 IX. ( 

~J出ょf 日L
加 11J li で}

•• 
l
 

l
 
'X 

やIITI

海"f>:

う政治

弘ミ

μjy 

~川

i(e 

I~I 

鈴木

後級

いわゆる7フカニス?ンからトルコ ・エジフトまでの.l1!!峨.(Iljア y7 t'l1W'!!主.

乙の広あわせて内開γ ジア~{;対象のζかIこ~~する11I近泌を研究対象とし
， 
てtl・会令.手際的研究によって総fT的:;PH角干し文化.えな地肢の政治.経済.

そのために~Iïが!!Jl lïの 1'[，4.1からのtHiを解明することが本t，1II"1のけがjである。

例人研究を行うととむに. . 1'4γ:)γ 文化のj絞史的形成とJ1! f\~ド:) ~'t!!IlJ JをJもjJ.量の

。1究組 I1 とするJ~r，自I(jJf究が尖b'l!iきれている。

t1lt アジア文化の肢!と的形成と~(t.:的認!líí

オスマン，t-Llqの政治社会史的研究，"1託鈴木

近J1!{¥':アラブの村会経済史研究笑iti1<符:
イラン ・ イスうム ~I 会の特徴l

 
l
 

;J;11Tl 

イスラームj由岐における美術と社会tu. 桝k~

初期イスラム ~I 会'kiリi後緋

イスラム ~Ht，.\!.\:lilのt，Vi.iliと}誕百日繁制klll

イスラムIltWにおける明性の餅究

7アーチィ γ 中JJ!J!.. '.H 

-FK 

達也

合ノド

保j地

29 研究・耳t1f1ι勤、E



30 

!.Wy，'芋研究情報センター

日114W叱 鈴木降:~是 1!Jf1! 1ぷce ~i(l 咋~i'f
"匂け1から

f古川公精子
99b四月b16，)

アジア資料乍の州製

};~. .\~~ t句史 iI!.γシγ文献資料の研究

鈴木政44 γフγ何?;宗教文献資料の研究

'T'n吠EE Itj7シアJI'.文?資料の研究

自記念 '¥'/t守 'll-1'シγむf形fF1の研究

深見St緒子 イスラーム ill筏η~i"i科の研究

B 長期凶際共It iJ研究

111[ly社会の変動カ<IJdますアジア出[14への彩特の研究

li港ノ〈会7;/ア研究七ン世ーとJ七I，i)で. 5 il'間にわたり行i径研究フロヅ包クト

ならひに7 -/7'研究ネット J-7形成フロジ必ずトとしてすすめられている。

( は研究tl!、"，(i.・:・(;l.学外のωf究協}J/'i) 

委日長訟iドバぷ

下{.\~~ tヴ史 、I~J)う降印;

:. ~'; '" γ止令 '(I! A氏IZ

÷金臥珍・:'C ，¥. Daniel、

谷川県I'U ，~I よjよ
同偽 I"草勺

丘:1LJ m 令笠Jt Il'Il: 

:. m-t:公 1111，，] 鈴本 立k

/.'1j !.!.i'~ I~II .:. ，'.I:;J j':;人

，'，1.¥111 1911111 ・:・弘A、m 1: 
:・合:谷 b史子・:'fl1L~~ 

1乙崎 之Ils IJ、111 ~(ì先

明l納 tf良 持出町Hl主

問4- サエ JJ;t 7宇之介

111'" 1リ11'} 1t;U11 ギ;I!IS ・:，Ji!: JJ~ 隙 y.~れ 1117kf
陶(<;ftl玄1，.あJIんかιど} t 似tゅ ~F 奇 11欣，.・ら)

渉



激励するイスラーム|凶の政治 ・ ~I会tmiliの変存過れ!の研究

I司、，H(ID;学I，I}物釘'il1!!域ωfブピセンターと.ì!l!jJ~し 1，ilセンターとのJU，i)のトーにフロジェ

クトを封Uiしている。

委OL三鈴木 <<i 

、I c.~，~ ~if:郎・:・'Æ a氏fま fIJII 祈 lてトI勝彦

柳7'f> 悠 IJIJ納作n 永/IGWI~ i長1(;事 lリl

鍬111 繁 や:11fI 
t抄qIa1S4S41AFp 〈lぷf1 

i主f干栄治

t~ ..þ; -J::. ・:'UJII"IIJILl ( ，'，小r_K iie人・:-y，14t 千11五:

:-k止，，;( 11:股・:.，)、修 M ・:・木I.t J4h草...f.U川 '与

初出 W}"と・:.fj作 問・:・ ¥1.Sadria .:・ 111111 巧

.:・%jJ也ii!i.l!. r';i 洋之介 |刻本照夫 総1t- !住

i災ベンカル的地!iXにおける礼会 ・併d・文化の交錯と変ilI)

ベンガル置'i-'!:-.IUりJ!;く尚アジアかる;l!ifjγジγにか什ての引?令. i1!fIの逮l婚

を持つ地域としてとらえ，地域内の討会 . m斤 ・ 文化の交j~と ~ffi}]-'!:-~泌する ，

委U!-< 初|納作山

~'.s!r. !lflm 柳I亨 悠 "111' 1点，'~: r J J 1以fII!総

1:付勝彦 永ノfGI.;t!i ・;・ lii~~ 林九・:・t::政!被 F

:. I'JILt 亨 I(，! il之介 i{;U .Jf: 1lI111 旬i彦

fJ;( 111 ゼ向l 総Jt- イ注 l則.，t:照夫 1Y.j)，.; サエ

r也~.: fll: .:・ 3交除 允
l佃 け1かり

C 班研究

れが門分仰の研究そlil:進し所外の研究行との公怖を深めるため. I前nを tl壬と

する腕研究会が特定のテーマごとに欽多く，没ji''iされている 叫外の喜MJIIr.には*

J;Uどドの他ma，j!:~.Àする 「研究11! 、刊行」 と. その他の教(J・研究機関にlJlする

研究協力行 のM.)jが合まれる。 199河. 2αlO~均年度にお .J る .il研究会の級厳状

\~ 研究 ・政m，r，効 131 
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t児lふ次のとおりでめる。( 11研究!，I吋{j-，.z.:ょQJF:先協J}r. 途111で必TI先の

変わったr.について:1.変。足後の1折TI先にらとついてう}肱}

アジアにおける地域 l:JtF?誌の研究 開関本

γジア終.t1.!!における引 ・総その他のj自助1:芸限定のf追っかのIU，，(lI，J'Jij卵l令 文

化人Ja'iザ:守 ~済ヴ\ 災体iL;~:のtMY114をあわせて研究し . そのJlW~. 11，'， ~人(~fi'f;;t 

今後の発阪の口J能~L1;):)1ろ弓と寸るむのである

l犯，j.: JKlk 怯)1・ {t.ll 出t~ J[{fijt 地4二 いl

名伺FgzIl・円bかzりftJ; 山ド fJzj -:・ 小笠原小枝 ・:・ 抱111 た~.{.

.:伊藤ふさX .:' H; ir)、 ・:・rlJ谷文夫 +水野広UJ

IÏ 然」 制のiill え:化(r.J/~ r :f.: ， H 総JI' (1醐 r~ !宣言終 f

1'1然{主人IiWI..訴の外，illf攻防として.'i:3Eの対象とほったり. 主化iJ.匁にJ1)，、ら

れるばかりではt;.<.ときとして.人!日!の怨像力や1<.ijl芸術ω例~性を励起する

ものとなり . ;Z化のま，たたなかに安をあらわす。 n?~をめぐる文化的プラクシ

スの多機性を泊して.人M学的ぷ砲としての fI?~ の{I1illをβ:る心とをと[Hおす。

hR:lilt-rf11!l似の人;Jt'?J(m~}W主的として刊行された

怯JI fぜ ・:・ 松111 fJJ ii U -:.，j、μfi(j紀

'.・ 竹川 大介 .:. ~rw! (:ぜ ，)u I己i.itlt -:. !i}IJ;! IE.~i 

.;.篠院i lfiX .:. A:川 i' .:・ :!I!III 干1I1~I .:・ 凶作 b証

.:ー武IIJ ;'i ':. .t¥・";[ 千II.-¥!. .:・ 日倒的人 .:."1本村人一

千件i谷 人 ・:.~1I 1 7' ( ÷tf:ifTH248J 

II然資源のはifJと正IJ111の比較計会I"~~ I-:lt 位Jt.

人間がそのl~iI(J の社会f，f;:liIJ をとJJJí:"て.n然のはI(J とVilll 令どのように倣-直して

い勺たかそ悦!と的lζillうことは. (J ~ノ" t;， カール .-~.1 Jレタスのぷみを~めて. (nH立

ち ~I珂|された南波な人JJt・'j!:(I(J!まぶである》 本研究は. 1\~みi.~;的lt;1の T 71iを川 い

て， この|li口組にi.uろうとするらのである

+公}十 f住 'Kノ1Ugiffi fT 42 ・:.'1、lHi-(j紀
内司 f電か・



.:・ ~(i(事健司・:・筏IJ;i 徹・:.llUII i手・;・'口市;i J!I.子;

令内谷 六・:・ ltUI y";子÷向(J i'/;凶ー:.~相IfaYsz Af: 

.:. f'同H島ト眼 1・j志

十品ii:it131売ドのアジア粁抗のJik!-{I If[ 11;( 

γ ジ γI也!&1モ{本で民間δ れている粁抗の桃~剥r.~政策ならびに rli比jtrfitTへの移

ii"についてその成果 ・l!l¥:.:D{(~比校のnL.. :劫‘ら解明してt崎。

民l7.手之介 ι ふ Wl: ・〉十~)I"' ~i i 令今岡ntll紀

政111 U.出 〈・穿i?~ lE I~ ，l<IU b':・福井 li'j 

:. (1川 IElI{! .:・ゐ;台 .il1. If I嶋俊民t

アジア木、I~i下jお[f4における lî ふ外交 Itr mrl 

YジアJ..:'1'i~:諸国!1大きは定動~'-f.験 Mている。本研究計[Ùl1:HIふのγ ジア外

交の実託研究をw白すものである、地成政治の作おlみ司見iアジ7地峨 Iたi匂アシ

γ地以. [1米関係などを分列しつつf.>. 全体伎を浮かび}二が'?せるようえよ研究速

1-1を阿っていきた1、。

約11 字 削ql IlJII~ 11;1川 iiWI 1山本 Jik

I11影進川jJ I~ fリI J.'i城 Iltr-

以アジ 7 ・ !-Iü旬アジア 4をめぐる 1:公 If~l:aの[14際政治生fE [11 t 11 

l-!! γ ジγの[Fl~政治の分!frとして.れ凶の対外政策決定過犯をltt1分!斤するた

めのfi!!を行うとともに.冷戦後のJt'l!l'ジアをめぐる日米中関係のl必1111，Ollf 

114EM1.14うの分析をiTった。

川"11リ11考 111影 ..tL -:・ 戊:1'f :~.~ ，1]川 Jとえ

;・{JI\i比 Jじ ・:・ 瀬r.~ 減 作)1U'!J'I!子 ・;.今村弘子

JWII iiClrl 

W 研究 .ftff活動目 33
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II~'NシステムのぷJjPt'J 川 !日中

IltW!どしIこ {r{f した占正~まな Iltytシステムの特徴を比校分析するための作業

を続けている。近代11m システムとヨーロ yパ小IjJ:の比較. ，li{¥:'I'lt4. イスラム

IltW. アジアifljirqlげよはどのJt申立をわったe

日1I1' flJI彦 、!とめ隣自I1 治ド武ぶ 鈴木 J仕

上半、t~~I':主i O;U tI で虫11

比較文化研究の))rL !I[ 附，f.:11隅巳宜噌f

アジア比絞J(化J，t1>:--<:似 (11;(Ol!) の~qM!.kをまとめることを 1 1 (I'.}Iニ.llJ..r;文の異

なる研究符が協}J してlrJ(り制lんでいる。文献の純1mと分以}j~1 を'A:め， t丸木する

FKii。

間ノド サエ ・:・り11'燦 Ui:. |対，.j.: ~侵入~ .:. Ill.ill M; x! 

:・小宮 申5 ?:fi1Hl!と・:・術院{λ;純 {主~似 ・

川版元被・:..'i [1( 阪 j宇之介・:.i;'j 1}< ザ-

鈴木 鎌111 ~~: 

アジア比絞文化研究のj，C礎資料 川 l樽本 、剛，111血か川

1-1:絞文化はそのIJX\~史から.かつては附欧資料についてぬしられることが多かっ

たか.ヨ~2 次大戦以降!H~:ζγ ジ í' Á化の多係性が強調δれるようにむった。し

かしアジア比較文化の広位，おりが なに~められた島幸fl(j!t1l!.締阪に近1、。そこ

でアジア比較文化の占拠をi，~ I-":'UUりKIT-解題集会{'fることにlI.!rl'している。

闘4.:サエ・:・加砂! Hi: .:. m辺勝JJ.・:・小~:{ O~ 

・:・凶lJ;i 人制 11...稼 t(l - 川応i 秀並走 ・:.，'flll ・よt

.:. 7，';水 γ 鈴木 it( 



rjlL!ilt-Il Uど{:史料とそのi姪史的fTJ;t Mf 、，<勢

A>:研究lふ tjJI主l~î{t:H L文献史料の・ifi:1l!t'tがff~にjfb まっている.!ft:fkに鑑み .

、可4主!と料の活問をはかり伝;作史料との~点を然ることをJ，~傑作業とし. 各nのテー

?についての討議を准め，lL1im..!.1、を終J!Rする。 l二として討議の対象としたのは，

、144必の進めている r~J1同紀年般的{こ|見!わる 1m泊である

、1<勢隙 郎 ÷竹内様式与 ・:・原 京f γ影山総11，1

.r.鈎|自l干11幸 子工綴 JC男 ÷谷 ~~~(I I .;. I後l己禿-$

十 alj|湖 将 人 ・ト 熊谷滋 -4 .~近政治之 ・，. í1i:ぷ耳~X:
i99 {与l止から7

tt t担九
t曲作JJ[かι}

l付主Uilll1:学術資料のぷH'i研究 Uf 後必

江 |二放火名付教綬が1ìIJ1，Fjに IÀJ交内でプ~Mt ・ 収集した学術資料を点倹し，その学

術的価fli( を!il'~æ して. 内外の研究台の利fTIの艇に供することをは的としている。

後藤 HtJ 、F勢隆郎 ・:‘占開将人"j;f( 俊縦

・: ~ I(JS泌秀 ・，-'j'見迎;犬

道家道教。hU:rn、の総代的研究 開鈴，.，~- ，畑作吸で時()

1=として.後淡から|磁的時代にかけての，jJj放火および道教思銀法:について，

各Ji[ijの匂門家!こ参加してもらって総代的に検討している。

金事!4 f.15犬 I~ '石橋 忠臣室 ・;.J京111 :郎 4・，iij[D ~lil'1 

池IU 河|久 ゃ中嶋|姥桜 除問栄ぶ 丘山 新

AミAミ文xiJ: "・ 佐野 ~，~史 ~r.r.J 実 ・:'，Iml 純

÷総本 事メミ

*アジアにおける仏教経典の受終 止If. 丘I11I!畑作伎で終()

'11[1<1各分野の研究1;の協力を得て，r，Jfhfl:の11H2i251LIFである 『御堂!tJの会d

もE 日f:先 ・教1守t活動 35 



36 

を.iftめている。そのh支出!ムJW・および亀J(の形て順次 n己決』に免1~"10 

丘lし 所 ・:・ 神I単位~ (- .:. i'iJff .JiI .:・ 小川 1:華

'o'・4記川 賢次 ・ 松 ~;i fJJl '" tJi f~明 ・:. {iJ~ 修辺

・{i}t- ，I'i純 ・:.ft'i!!'f 11"史 A桐J本匂'!!，.文'3e 2 1: ド111 1]='.払
閣制限rI.

鈴ノド 6事会 ・:・ Ijij川 '} 

tjll同州:;ミJfi録の研究 1 I1 行111(!醐匂削・叫に】

!uアヅアにおける仏教HØ~の受'作J より発版。従;1(の rm.;日!l.! J の会主主- ・ 訳

i!;の作業をJ毒自主として.'.'r代FF，itのJE--笠Iと歴史を研究中。

丘1I1 新 婦ぶ充足 ・:・ 持1塚淑子 ・:・ 小川 限

4・4矢川氏次 ・:・ ト公b;i ωl -:1.EE iAI例 ムイJJI 修i必

・:.-l-in iii純 l，t;ボえ疋 1: 鈴木ー 降袋 、・ liij川 ? 

1980号 90年代中II~ の!よ1な[ . x:化 ・午術開括的

中国の 198090年代!!. )(化全般の大変策期て'あ q たが.その情泌がj変革の録

制とその怠味をとらえるべく.tS怨 .J(学 .~士会'.1!‘F ・ 4ムア;などのれ分野の研究

行によりイデオロギー分折はどの)j法による研究を.il1める。

尼崎文I~! 行111 持7 1¥吉見潔 jお t目曲U511弘から}欣
';・ 上111 匂1 人ノh w 人:同点IJ!. .:・ 1?J|II'fX 

'.・ 厳 鈴 ..以JI ;r・'.1! -:坂JCひろ子 ー:・ 砂山 十J.，fl

f'i会 災X .:. J仏日時l伶 f 村mm'.虫1¥ .:・ 戊木匂Ut敏大
9'，IWlb・ら}

1111 ~~一九そO{J:.代の文'下 Hf 俗的

1930年代を小心にしつつ， μ;< "11同現代文学の:kr.IE~(J な IrJfft を 11 的とし ， 維

必 r~f~J の輸訟をMHζ砂11ztH(V会. 合宿なとを行う。また， IItWのInJ分野の研

究ぢとの研究交流も的執がHこ1rう。

尼崎文l~! 十 戸川 併

刈路1文俊 +近桜町U，波

{JI~幸徳也 ・:' k泌+; (. 

慢縫ゆみ子 ・:・ 佐治俊彦



'" n'i水ff釘;‘，..Q*_ ~ r 11:111 む砂1・:・紋 従
国匂底ーリ 国~!t

政n行~ .:・怯凶俊!お

17 IIt旬以降*アジア公払ALJ:の総fT的研究 1ft i"nト

l-liil"x:化研究所が併殺する" JIIIII:?I'~ しつレデ j 害ンの1)也列車甘え 11 の~I(.~よωf

党からIll~t Lt.ニ l'研究HH1. そのi長官ir'?~似センター.i7~[1Jなどにおいて解凶 ・

IlUを作成した。その他尚治文.!7. ~IJII 之山なとを殺を主的{こ EJfJi::する

:資ト武志 羽見f事必l ・:・ 4・t本 教・:・l'¥ 武I'}・

II' /...美諸 .:.I.m f.. や .'flll f，';UJj .:.桜 上 限

4・rυHι河j{ .子 LindaGro、't- ・:・久院 字 ~t\九時?と

イi川 ;下 山川トt d! :.1.¥川 11)1(111 ・.'金111 ru!f 
.:. ，ぷ JJ;似

(lfll !I I且h・ら}

近代7 ジァμ会研究の}jil;的ぷ:W If[ i資ド

判同町小よ

HHlが研究対象とする7戸-，..~布地騒社会をその内的情岐において検討すること.

またそれらの近代という問題へのかかわりん'を保々む角度からふt.:oし む ら に11!!

UIIlJて比較検，j.tを行い，アジγ社会lilf'.光のJj法的.i'll題をIIJJらかに世る。

白えド氏ぷ 'U'; t~ h'J ~と 柳内; 悠 鈴本 ，'(( 

}JII納 作良 I!;i ; r之介 'I"I! J&市

'IJ[ I司法研究における問hit史ωI究.近代il史研究!えひ

現代法研究の総合のぷみ If'尚 ~.!.f事‘袖山

従;K. '1'(同法IiJf究においては. t.'; .l、までωl司 (ii!~と研究と I<J-t') fド以降の#l代

ii6)f)'{.との対li~!主卜分ではなく. 正た.Jiltiのあるこの"tJlfiにltし，近代il;史研

1Eが Nl~であった。，j>:研究Hlにおいては. l，t.j( iil史研究， .i[t '~ìl oJ.: Øf冗&.ぴJJlI~

i1研究会対日させ，r '1'1司法JMf冗をiJうζ とのIJJ能性を伐る。

日~U早 1符 ポールチ ι ン 総IWU!J、郎 陶安あんと

・'>'I'H ，u、

W 研究・杭向1.J;lj 3i 
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.gU{する11'1J，I絵Luljの包抗的財検M !ff 小川

.f:Hf /ま . J.Ilアジア夫術研究~所綴I ÞI叫絵|由l写只資料を維持 ・ 鉱Að せるため Ilt

界の公私のけ'1iiI絵l面IIコレクションの凋ft払.U与を:M行する付胎となっており. 1997 

年度まで第;次の包11;(1ド1rJ.~fiをほぼ-;(;(した。製作， その成!f!:をポけて . rtl，r吋
絵l曲l総合I文li止続縦』の刊行を終え> llly像データベース構築作業を行っている。

小川郎元5 似合 l~~fi .:' i毎~~f!総虫11 .;.的IU Is:誠
'J8 !f.I.!l ，で

・:・ 淡 い幸 ー公的 iJ.f ." ~金!日 f[11 ll!. ・:・ 救{:郷秀HJI

・ jトF-誠之i陥 心 ~ j号鍛

朝鮮伝統社会の術造とその変谷 );I};命的探究 l!I 出.t~

近現代の朝鮮社会の似性的展開を，伝統H会の構iiIとその変符という観点から

杷擁することをlH持している。

出14 ド>.1;史 ， ，'fl日光男 小川 0，'1久 弓・ 1.1.1内弘-

:' ，'iff 誠 ÷担:!;止 ii .:-. Jj胸 ii彦 ・，.bli /点銀

-:.p 健次 ・:・ .]f1.f: U人

*1判アジア近現代史像の Ilf倹材 i代加納

欧米納民地支配のもとでの変符，独î[後のI Jiff.~1場家形成， インドシナ. ピル?

における社会主義の'必殺 ASEAN訓卦を中心とする経済発展なとを総て点I対

アジアの社会は人;きく変わるー)j.1997{ドからの金融ffi.機はその弱点をも示し

始めている。こうした統泌を踏まえ，この地域の近現代史{象の内情成を試みる。

加納税良 :・ 浅見紛L -:小浪 IIIJ'If 桜JHlIQ';!1E 

‘:・ ['I.fi1¥也 _.t:J{q lI{j ~.~総 (~{m .:. 1:佐弘之

'1' i有 微 t語版制 - (， 市ITI Je.k 



ミャンマー近・~代!とにおける -11<1 と ~bし Iff 山総れ糊削良から世JLl

王朝Jの脳波後， WiL~J:自，ぷ会制iえ 1: l-:~主，礼会l:~主.そして'，!(政ドの1|im経済

化と溢移してきた体制lのrllで， ミ十ンマーのj辺L(.dil'己，泌氏族，知滋人らがこ

れにどのように対応し，またかかわってきたのかを総会的に研究する。

Ir~ tA Il! I ~t. 山恨本 敬 ・:・ [朕 w円 谷 ~"J ( 

納民地WJr匂アジア像のrl}検J 経済と政治 川柳作

被災.I1!!JUIのけすアジアの経治と政治にl刻する過去20年間の研究の進桜はflぎま

しく，従米の，aJ殺を人;恥iに変豆fするものとなっている。人11史 ・飢餓!となとの研

究422、速に進以してきた。ふ:1iIf究会は.これらの斯たな研究動lújの l長闘を終F~ し

て，M L~.I1!! jgjの政治経治'像のr1jiiYil吸を追求する。

柳作 J悠 *&1; 'iJ φ 業!ti利iJ: )1:あ( .fI1I徳

.，. ILIみ: 1 1J~ f .:'竹rl' T'弁 :-L4i験 室 .:.J協卒、-t ~託、1<

・:・ 杉'llf 'Jミ :.0・大イ I r~;jぶ
明今度Iτ) (∞!tr!lからJ

I対アジアにおける経済発以と rj~l\\形成 (1930 {1'.-1990 年) 1ft 11'喰

必近のインド終i斤rIrll化への色、激な動きは， 1対アジアの経済と政治がかつてな

い転換IUIにたたされていることをぶしている ふ税研究は，独弘前の模索の段際

を縦て，独i'Jj愛独特のかたちで允桜をi遂げたI判アジアの!lqL(終inと[lqL(llqw:のシ

ステムにt、かなる問題があったのか，今[1の悦JJiから検，討をlJ11える。

I t，ll! b.宣伝 0・絵腕 M己 ‘:. ~!I川 文{- .:・ 然的 tF 
'99年'11.

.，・ 近藤Hll犬 除外 毅 総m 根- ・脇村字、J'，

インド[，i・代叙'J~，;;jの研究 1fT f:H 

ヒンドゥー教を研究する['.でAAも総本的な資料である:大叙'ji，;，'jrマハーパー

ラ7Jと fラーマーヤナ』を小心に.市代インドから近代インドにうiるまでのイ

W 研究 ・教fli，I;!M 39 
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ンドの思想.♂教，~化を.il!ilJlすることを fl((.Jとする 3 そのために. ヴ.x.-7'. 

仏教.Ü:~. )l術i]築.3;:教依礼. ヒンディ一之ヴ;の研究行の協}J'a:i'Jる。

i二トI筋彦 永JIUJtit i:1115BALm gf:jfG ，F1.， 

人111 i'i r・:・総fJ;!光fl .:. ，1'.1:瀬(，:之・:.ft'< f1i l.:t 
・:・ Iifll 尚久・:・水η ，'((;z 

i十Jアジアとイスラーム . F ，kノj己

バ品ス 9ンと川ング→ f シA をふくむ山アシアIよイスラ ム教í.tがIi~ i)多い地

妓であるe 13 伊紀以防にふ!~乍jにHè触をはじめたイス・9 ーム Xíttれらアシアの

x化に多大えよ影野告とりえた。 13Ilt*~以降のI~Jアジアにおける f スラーム~{ヒと

ヒン ν ゥー文化の!Î[~. 変ffのii:::l f'J~をさまざまな悦}!.~かみ分析 L ていく

永/I己1.ifit ・:.(1)1 I'，IJ 鍬HJ 繁・:・II'JH! ~k IE 

'11 '1' ，点t;，' ;J:ilII 11' 総川 {注 側fF 悠

.:. IlJド仰"J .:・榊 trl1~ 
相L宜#::.• 

アジアllI;，!i比較の~~!姐と )irl 'f[ 鈴木

アジアぷlt!!械の1il111iの約111二つL‘て.アジア専門家とアシア以外の地域の~liP'J

ぷの協}Jにより.解lリ11:IJIIえる ζ とをめぎし.研究会主:j !j勺ιととしている

鈴木 ぷ・:・持III)~ が(， r 絞jト {位 :'416 if必

大本 LJi .;. 1I'/;f< 11~ ;tJ m IE ・:.J!j本 勉

÷峠 IHIf ( .;. !.I.l A-: *允 本トJia; . 

比較イスラム21;官史の研究 !H 鈴木

rii j近代イスラム IItwの:1í ;1;.J 1~止のJf~1J支 ・ 伝総 ・ 允，_e;に勺いて.政治品IJI支を，11心!こ

比較史的検討をわう ζと令めSしている。

鈴木 ，'(( .:. {EIII 'j'秋 仏:勝次，~':j .:. illi 倣

"弘s!i 11)1:・:・Ho {111ft :J:)l1I ，F 



'11恨のよ1:会変容と!よ.I..t!!.illi助 11[ ~f事

iぷγぅブを中心として.近代以附のず11!~!の朴会事f:i4変%と政治村会忠也!のl必mJ

の ~"Î.の 1.11:1{系を， れ地減のIJ i f刺IM'nに1M処してlt校J57官民する3

W?' 栄治 ・;.[1竹 |似 .:.I棚引付 11二 4・加織 的

;.~川1I'i (.・;.~，iIl l 'l(ふ'.・松本 仏

fスラム 史料の総公的研究開鈴 木

イスラム闘の諸史料の史rVr:がj検;JfEめ;!!し. .ij/，(f.!土.オスマン』f;史料!こっさ.

1・スマン史以外のψ門家むtr'Iめて. 'k t:1品‘山会をもち.史料ヤ自【j検，~.t を.ì1!!めてい

る

鈴木 抗 .・ 以，j.: 勉・:・八出向li ，JG. ;TJ IIJ 

.:・# 11I1t(. .;・ 1.1.1ふ 災允・:・則)1
納骨隆治

後;.JJlI~主 t~l} 

:・手1.rJi IEIド・:. . J{ (ill'l: 

r.lllli科会と:;:数値.& Ir 羽111

イス 7 ムIltWのおdiにおいては.をス'/.マドラサ. JI~I，ωなどの;i:116h設がn

公的にmt:な .a~p.去をJ与ヲている -j，f)f研究"C'lt，イスラム IltWIJ~ 外の自IIdi'kやiJ]

引史のリl門家のJ~rnJ討議によ，て.ζ4L J93id絞hÚ!投のn会的機能ぞ~1(tUI する ζ と

合11的としているむ

宇W' IF 疎外.¥l¥介 .~ f.l.，li 1[11: 小総久リi

・;・ ¥1'>adna .:・林 !tlHr .:・ '.n1i 徹 夜見(，.m;r 
.:・ ..tlHIJII f :.1.: ..ん

欧米ペルシア旅行，k!の研究 1 f '1;)111 

15 II!紀以米主主多く記占 Hてきたはよによるベゆシャ旅行J己に!測する f，lj械を~

f.'iし.その特徴を文献"(:11.;に解明する二とととらに.そのoi..:Xsi:;多角的にflJlIIし

四研究・ofiffrl;勧 41 
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て.イラン社会の特徴やヨーロ j バ討会とイスラムH会のN1i症などの閃却を明ら

かにすることをw行す

;J;JflI IE 令近麟 ，. :-0; ・:.II.J伴 B"( .:・ 山中111111( 

・111[1 Il{j彦桝f;{ li. ( 
9抑制度か"

ジャーヒリーヤからイスラームへ 1fr 後秘

内外の研究行をど!~ Iてω研究会での発lAなどを泊して. r(l!liJ1l!以におけるイス

ラーム以前かふイスラームi長ω時代への変化を!政治. Hìk 社会.思l.~. x:支

え4ど多様な側lriiから検討する。

後桜 町JI 謝I iカ.iZi .:. {E m T秋 ・:・ 佐々 木・点 f

イスラーム出足!の文献'下{ドJ(iJf究 ur ilftrn 

ふ研究併に11.7 ラヒ 7Efjell'心とするワ4>:~成である 『 ダイパ ・コレクショ

ン_， IJf威厳されているが.これら阪資料やマイクロ 7 fルムのfh.を，t，Jiして.

fスラームの恥い.旬、出を研究r.のさまぎまな関心に広づいて研究を.i1tめることを

( 1 ((-1としている‘その -mとして定lUWJに文献 Dn持dをiiっている。

鎌日1 ~~ 後o ，リ1 .:・ 小林作犬 】佐必次向

杉fl:l *'リ1 1竹ド政，芋 ・:・*1< ~ti .:. '11111 行

・:-TfJE ft-:・1隊JI:守山・:・1tijl1ll i主l主

?.A以セ.，ー

アジア研究とコンビュータ I f' 凋/"; I明年腔て時r

9i 1ド!交の 7データベr ス作成と手ヮトワーク JHEを jVl~ させ. デー 9ベース

作成やネ yトワークitを小心に.アジア似f究におけるコンピ亀-9 frJlI1とそのnJ

能'1'1:を探る。実務にH~わっている 'rJf究れが)jjよ・ぬを怜付し. r栄作文化J79 ~;-に

特集を紛んた。

岡本サヱ ‘J¥.ぶ

lJ1]納作良 4・n
I，k .:・ 六時秀正;i

1が 鈴木降M

IIrl，新

III'IJ ，リl'宝



羽lfI IE 阪日l 七郎;令楠h[ ぷ彦・:・山mU'l r 

インタ一本 y ト手1)川技術 I ff ，;(，J.1. I閉山?宜fJ:;'創

イン?ーネ y トにおけるq"lqI1r."'" $'ベース.ak全な干IJ川ぬ出のためのセ+1 

リテイ|見1.iAt..HI;j. マルチメディ γ ・コンテン γの利flJむどの fンタ-.{. .，トflllll

伐材Jに|均して.研究プ'tN.1・'W報公然そりう

~'f，j4五サエ !u ft '.¥'/i'f ).;.木 版・:'Mg， ~í勾
拘 tutかけ

・:・従iis i"i 勿l亀有終段・:， n 市 鈴木降M
，;() ，，11:'" . 

川中旬}彦・:・て幣常.NtjJ. IWlI 't到;ι 檎hl !/，穆

‘I~t.~ ~.華街; ・:・'1.c.'III 1~1 ':・ IlJfll (1'( f 
回向 I!tr，.": 

ボγ ジア文献資料ヴ:の泌!J!iとjJUJ 11ft;(13 

近w膨人に拡大しつつあるjin'ジγのX:i!iJ:t.'i絡を合めて.YI4・~-fi;h'lのmたな h

:むをr.:る

1;，r~ 的世! fヨド武ふ !'E~，l.if;必

、J'.!I，~ 降t!l: 口:111 続 l己申:.i x.il{l 

永/r~W{f 

，yjγ ジγ文献資料乍の21liZiと)Ji); Iド ，kパ己

'，u m IIJJ(I'I 
鈴木 椛

lyj j'ジアにはさまざま GJ;flで仏ポtされてきたさまぎまな文献fH1が(i{fする

それらの文献資科を関経~Jに以!tし.やP1!分析し尚7 ヅ7のH 公. 文化の研究

に1占拠資"として鑓供てきるようにするとめに!:;. '. ';"、 fi る Ji~~~ しる必11.\が

あるかを.総のがjに検!i.tする

，jo J己f.i tti 

IJlI納作a
q，IJ r，正取 柳沢 悠

，rsm I~IML 鈴木 i(i 

J:H I協窃

ド{t~~ r.'i ~ど

¥1 研花・教行11.動 -13 
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同アジア文献資料午の以凶とJiitほ鈴木

rGアジアに(i，イスラム時代のみをとってら.アラピj'~!i! ベルシ十 jf;， トル

コ必を小心に.十R今の世イプの文献資料が(f{f.する。これら:えiI!)，伐料のmYt的
検討と.その以!l'干Ijlll• CU r:，:につき多的j(内に検，1，1することをめとfす。

鈴木 ;(1 l~印後r.ì 羽111 11.. 後除 lりi

鋭rn 繁利i:~ I'，y史永パ~W!i

アゾア1:地関係資料の比較研究開自民

アジア作!tl!授の I:!tl!台帳 ・l血税徴収簿 ・上地公nえJ，1:などのありん・4を上t絞し，

n会総bXの特質をM引することを11mしている。

t~.\!~ 防法， ) I;!本.x:i桁 r 杉本1!子 ・:・ 5古I{;告Jl(¥f 

，l'1i焔 II(1Ø~ lf"ll 1ぷ「;t・:・ サミ (IT'I: 

w:アジアの家系tiuuc;iJ丹・払点 ・家d持)に関する抱合的比較研究

1-fE ~{.\~&刷年胞が

*アジア社会のlti;1! と.!llχ.において ilì~皮ーな.印~そをイ1 する父系 1(1[似~I吋のぷ録で

みる l京消(~;~，ifi .ヌ，1it;)について， その時期別i'p戊状å~. (-1¥).1(， l.ll (d)\Ì}~などを

総合的に比較検札する

~Rl~& I呼史 ・:・ it.l川 1111久・:'1:111 (，j .:・虹1 ~-p'~j玄

4・中 内 情 : ・;，~UilllfH行 代ふ ー大

仏教美術にi対する資料収!Dと比較研究 uf 似の

11本に.!lt{ {.する，1 11"1寺~ I' ''i の|付. 仏教絵Ilhjを '1'心にして~M~II~IがJlflitに吊裂な!な

i代を，~iめている，これらはif11 ï4絵Ilh jの1:械のみからはJII!~I(し仰ないものであり .

むしろ，EI-1.:の'11でけかlこ受'ii.:cuてきたかという祝点止代わぜてij，みからの倹

Jが必変である， A-f1[1iJf'Ji: (;1.. ~華セな><物を対象としてイ4v - l it-4における.!t(j 



とのl:;'N.の倒を旬lらかばするための共I"J作業である。

抵Zfy sN行・:・内藤 祭・:.IJI収 J'r)~ .:.稲本 M'I:

-DIf6kl tlE f -:・ I~'.'j tl~ R(t，主ニ (I 111 新

。定例研究会

F 本研究所で(:1， frt{l~ 5-61"]の狐Jll.で， (，ω附i)f'究究!叫H吋iス夕ツフ 4令、u の喜診~1I加l日lγ.寸る定伊例l仰の併

究会をI凶別向俗依rしている。 3つの研究泌1")と3つのWt)研究ブlロジ品クトのれ々が輪

llt :tl)により fljif'1 lll~，郎IIIJ備校IIのいずれか 1 :れの研究綴iVをζの研究会で行う

のが慣例と44っている。またfrt年度堂本に(;t， it年退行する教れのlu終研究ft.l<会

を併LているB 過去'1.!(:Il.¥lのi苅m:状況n次のとおりである。

1998 {1:J(t 

開催J1 rI !11吋郎門 情1iljお EJf')'(.$Uえ冶l.'ii

6 J J 25 [J 1凡rシア iI主4正 .'('叶. \Uf'ね 7:/ アの地減統fYと応変~，'J_j也

10月15(( F'Jベンプ'fJレi1'j 1.出l納作」ミ 1・}LIlt紀初jめのジャワトI必と『務

フ.ロジ.Lクト {'I:行』 側統計会{ヒのトIJJU]I"Ilui 

11)11911 IYiアシγ ri(11 ト{i久 " 1IItインド y ゲァ教の党以

12J1IOII 1'4γジ7 !W.It.!! .i主也 イスマーイーJv派の神話情itt

プロシ zクド

1998 WI!Xìlfl\.ど念JI~終 ~l~研究会

3 n 11 11 nJ~{ HS~ I' IJ， ':~/IのiLl"ぷjû教込.'.:住!

1999 !ド11

開催JlIl れl!"itili門 領1:'; I'! 

6JI2411 l'中'ly"'/ 桝1"": )i { 

研究允}<.:ulW

ヨーロッパのL択を.ft(jJるベルシャ ・

7イル 19 IIf ~LI愛'('，ョーロ y

パにおけるべルシャ ・$'.~ Jf.，のコ

レ7Yaン

¥1 研究 ・教rttMI由 -15 
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9月 9日 !.Iii'f学研究仰似合唱行 .~~{U人サーヲルの t主役 i主傍

桜センター とLての内Iwflfl.l..とその絵画

ftをめぐうて

loJl14 I1 *アジ'(1 陶安あんど ー絞れSiijとしての i I!令 l ;t 

典制"l4~と l刊行

1I}11811 !.I.!.γジγ1 ，'IIJ11 ~才人 l宇JJ!"時からみ/・必泌f作|剥のf点、kと

回開 1'1 ~当 ・ I")~ ・ ベトナム

12JjllrJ l向アジア μf事後治 アラブ I:!I'itのJJ.!{: 

E 学術研究 ・淵汽

1. 特別事業1Y3;によるふJ外.lJ，l.J也研究

11 J r i1成予 (1999.3.17-+.5) :特別'JiJtf~

ニューテ Jーのインドl司、'1.公JC18J館およびワシントンの Tメ Jカfy衆1J4公文J?

釘iにおいて， ~2 次火戦中のインド較時経済と印氷結~関係にl刻する交付を調

uLtニ。

総n縫 (1999.3.29-，"13)・特別事業n
イギリスを必1:11し， ωf't，:i''ii'・}の!注目:を行った。

鈴木降ぷ (1999.3.25-3.30):科目l]'h民'('l

タイをよ}j1!!IL ，仏教法i問、説然 .:~'h'iを行った。

向指昭雄 (1999ふ;-:.1.23):特別・jí;1IY~

イギりス， 7うンスを:.Iillll:... ， fi料収集をirった

i主持栄治 (1999.3.14-3.30) :特例市1::'{'l

エジプト. オうンダ1:，，}il:\1 し，資料似!.k及び.~~1'1' -i-i J'ゥた。

}己的文II{{(2000.3. 13-3. .iO) : t!J ~jIJIJi1'1，{1 

" JI:I'J近代文字関係の\'in.J，~ 伐と研究打ち合わせのため.ス?ンフォ-....大乍 ・



ハーパート大乍 ・コンロンピγ六乍を紛1::]

鎌111 紋 (1998.10.26-12.31):リーダーシヲフ1<.握経1~

カナダをn/jf:aし. イスラ F ム.I.l.... t!.t.:c献潟ttそil"った。

.'，I，\l III~ f(111 (1998.12.5-12.19) :リ -9 ーゾ v ブ iktE経~~

'1'114社会科学It'~続前研究所所以のIlqq物(11Ij史料のJお‘Eを1i った。

百~X~I\?'1! (1998. 12. 17-12.19) :りーダーシヮプ.k:m*ii'l
0111叫にお・ふる戸li'r.\''*; ・ 1 愉rtrinìP-入 }J化作業のM~凋Úo !，lHE)，'?佼 ・

以後人ザ':1.交 ・城均然人ヤ校 ・ Fル人t.{，校。

li:111 新 (1999.3.13-3.31) )ーダーシッブJd変緩'f~

イギリス， ドイツをri1il1llし， 11耳1;1: anto'itUfヒシンポジウムにて決lr，データベー

スの114際統・JU絡化にl測するぶ凡火f丸および教的'T~，j>:の資料収集 をir勺た。

t;fi!4189史 (1999.11.22-11.n) : )ーダーシッフ文銀経n
I.iM阿古館との;t.t，fi 1.'， v)交l負交捗およこ101l凶弘治資将の調合， rll('ill・泌 l対 11~

館 ・oil同国立中央拠出合官。

IO~文II{! (1999.11.22-11.25) :リーダーシ yフ五段純資

'II I'I~ 1:ぬ以Imgで，資料公倹のHt'， (';わせを行った。

lill 1 新 (1999.12.19-12.29):リーダーシ γプJK媛綬t'i

f;約二"，1(<:人民共和仰を訪問し， r fõ t.'jJtl!ほ1焚t~[ IU統合デ-9ベース との.i!l!

!l~のためのth&~.およびIliJml:.lúに関する '1'(詞との協議j を irった。

氏本 '}.;， (2∞0.3.4-3.25) :リーグーシ yプJ〈侵害王'l'l

米|司令凶iPo:JL.文献資料r;，1U!kび研究HちfYわせを行った

3合，j\~.年余 (2000.3. 18-3.27) :リーダー γ ップ文銀総t~

イギリスを，Jil日iし，サ y スク')>トluf冗をIJ'?た。

I'rtlJ 続 (1998.6.19-6.24) :海外'下術交流拠点投Lrl ・ i!J!符託1~

明研究・杭ffll.f1J 4i 
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γ ンガf ール.fTm4EB4HIlliL.1実派データベース化に1兇する;CiJ.!.~ど検を 1 1'った

厳 鈴 (1999.2.19-2.:.!6). 1己的之町1(1999.2. 19-1. :.!4). I~本問大 (1999. '2. 

21-空.27 ) 事 rH.:;I~lW (1'1<)'1.3.6-11. 3.11). 風HlIII:之(Hl'l9ム6-11. 3. 11) : 

ぬ外?:術交流拠}!.~I;~ld ・ ，'I(:\Hl~

本研究rfrのシンガホ ルiflJ 外拠点そをi，}illll し γ:制。1;記ifitt~6í.Eによる li1f允J，~~tをli勺

t二

'1.. リー ダー シ.'/プ ;d~H:l'l

生量屋邦夫 「タ.堂文庫 筒入

4-r:名?寺教t公川~;flll ル!\. ;Uょ(1998"1'1 m í丞，小説;JìI:.~.\仇4tUつj済政の

i尖旅約 500l.¥ 4400 1111 HI，j人L.'タ4認可t文"'Cと名付けた。・11(ζi't"'fit..:版本を

ftんでいる。

1998年度59B.;， )j I'J 

板倉聖哲

伐材とーでは人J)111にふ Jン[)1 (デジタル ・カメヲ). n:1HIJIこ泌A， t~ ど，出

力JI)!二Mtピクトロスデ y ドむどをと隣人. それらをランで払びつけ. .Il'h:~ま働

させて1、る。 ，{i+1としてゆ001~IJ像以上を選択したトでデジ?ル化し. Ilhj倣テー

タベースのは~となる的分令 1'1'成した切これらの成裂の刊If:j:取7~~r・1iJf:先l.'í綴

センターのホームページ 1:でアジア ・デジタ Jレl必ぷ加として公1::1'1'である。

19991ff.!!:957.7 }j川

宮嵐官事史 f朝鮮 ・総国の線路」

1920lUeiこかけごI'P'x.ばれた令 310符.19∞ 1111余りの依;丹で. J民に本研究婦

で丹両政されているむのとのわせて~∞苑余りからIJXる ~i."同A~人の申111下鉄出

のコレク，/iJンとな ，l.ょ

1999 "f!!t 458. 8lJfll 

3. 文締約科ザ:{iJ[究t'lに よる liJf究 ・ 凋 ~f

猪口 孝「民主主殺の織能不全の理論的実証的研究ーアジア ・ヨーロッバにおけ

る{百億 ・ 規範民主主彼の~I翁調査に基づく J . が JjlHfí ll!，1i1 先



民 1:Ut!土2011t*己努H'I'.)11Jにその激を忽泌!こW:IJUさせたがー どのように織能

しているかについてアジアとヨーロッパの 18 カ ll~でjI日命凋併を行う。政治に

ついての));，.f>:的感じみ・， JEえ)jを政治文化と l呼ぶがそのなかでも idemil、‘
trust. competitionに焦点をあて氏主主義へのJUH与や不安を，1，1.の線レベルでjJj!

えたい

1999年度 i、800))111 

中里成~ r南アジアの経済発展における計画と市湯J : 特定傾城研究 (A) (1) 

本ブロジ ぷク卜 (i.特Jif，J1域研究 117 市アジア ~tWの純治変革})と平 y 卜ワー

ク 多J亡(j{Jjt他社会のモデルを求めて」のrllの第 IJjfのもので.歴史的観点

および他のアジ7，lml，Jとの比較の観点を得人しつつ. fl [11化以後のけjアジア経

済の変動を分析することを11的とする。

1998 'rド皮870JWJ 1999年J.!l'960 J jlIJ 

柳沢 悠 「南アジアにおける環焼変動と開発J:特定鋭.n主研究 (A)(1) 

特定倣級研究 rI~オアジア III界の憐治会政!とネットワーク」の第 3 HE。

I匂アジアにおける~績や'L態の変化を. 経済開発との関i1!で勾;.~{する。とくに.

t~~開允や*'Jlr開発と環境変動との持]7-;.1矧系や人fl や衛生と.F;I境を， 村均年社会

の悦治的変動と l刻i1!させながらX-~訴する。

1998年度870J i[ll 1999年度960)iIIJ 

永ノ尾信悟「ヒンドゥー儀礼の伝承と現状」 ・特定飯級研究 (A)(2) 

特定M減砂f究 il将アジア世界の総ie変動とネ y トワーク の公必研究。

1対アジアのイスラーム関係文献に..ih之されるヒンドゥー儀礼の記述を分析し，

ヒンドゥー儀礼のj;'ポの'つのあり)jを考妓丹

1998年度 120万1'1 1999年伎 100)ffrl 

黒因明{申「貨幣・金融を中心とする近代世界システムにおけるインドと中国の比

絞J:特定f!fi技研究 (A)(2) 

特定鋭域研究 il対アシアjltwのも1:治変革}jとネ y トワーク の，jJ-IIfII研究。

火災{刈J?館，オックスフォード ・インド研究所，サンブリッジλJ戸l米，W釘f，|吋

立公文J?館， ロンドン政治経済'''1左大学院制刀館にてインドのm特と金織に|刻す

る資料をwたした (19996/29-729)。
1999句"St120 Ji!rj 

W 研究 ・教'(.fi活動 49 
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鎌田 繁 「イスラームにおける伝承知と理性知J:特定自fi減研究 (A)(2) 

特定事if(成研究 1~ti ØÙ乍のIIH~nß~ の.， I'Uhl研究

シーア派神秘!41;怨家とオスマン中Ul知滋人とがもっていた宗教観， IltW観.人!日i

鋭をそれそれの伐した文献町村に)，tづいて解明することをtj(t¥!とし彼らのおー

作を繍，;nし.その，IH'rにftfi:J2 (J(J， ).ぷ似史的なnWfを他すことを行っている。

1999句1交270万JlJ

羽田 正 rrシャーナーメ』の伝承とイラン人愈織の形成J:特定f.u域研究 (A)

(2) 

特定傾減研究 r8lJ!延乍の 11付1'lj~J の討 uhj研究。

特定iiJ4域研究つ{典'下の併桃築」のJli11u研究を品完成する'つの，11i1bj研究として

Pシャーナーメの l.i.;l~とイラン人む滋」という題 I jの研究を行った。

199911'.1免260)jIlJ 

丘山 新 「仏教における主要概念のインド・中国・日本における伝怒と受容J: 

特定領域研究 (A)(2) 

特定綴h史研究 占拠'-'f:のlヰ摘さ道JのJ十Ilhj研究。

仏教を資料に， !?皮概念、がどのように湖;沢δれ，いかに受符されていったかを

探る

199911'1交270}jjlJ 

田中明彦 「アジア・太平洋諸国の対外政策形成 ・実行過程の研究上 J占骨量研究(A)

(1) 

アジア ・ 太平il"mf~の対外政おの決定 ・ 尖ir過引を分析するためW.門家や2た必

・ぶからのヒアリンクをnうととらに.名[吋別の政策形成 ・実行過ねの特徴の倒

iHにつとめ.比枚分析の作事1Iみを検Jした。

1998"1ミ1.[560 )jf') 19991ド1t[580hl'J

関本照夫 「経済発展下の文化創造一東南アジア地域工芸産業の現代的発展の総合

釣研究J: J，li総研究 (A)(2) 

点I~司アジ 75 カ|同(インドネシア. ヒつレマ， タイ.ラオス， ベトナム)におけ

る染 ・総その他の地以I:ZFK;設の幾つかの代ぷ(t':J'J(例について.現状， ftt~と的

fT;;2.今後の発!必のIIJ能性を.文化人'e'i，，{:， *王済乍，美術 l-zの観点を台わせ

て現地調作。



1999年度 I-lO)jlr) 

主筆屡邦夫 fi益教内丹学の形成と君主開についての結集および図象論的研究J. )占総

研究 (B)(2、

rffULG』など叫f¥:f'tの!!')きりしている浴衣1!-JJ"tftHからぷ公をlJllltlL ，そ

れをj占燃にして多くのえ献1mの関係を解明し内nの医吸!とその特貨を明らか

にする、それにt:<1~{! Iilf究会翁iみのわせ， I付l't体Iの形成と(r.，jf(をあさらかにする

1998 l!o1'160 )) 1') 

加納啓良「風土と物産から見た環ベンガル;湾t世界の社会経済史的研究J: J主総研

J，;IB 2 

'-;，7 -.;プから沢市γシアにまとかる Fロベンガルmm採・-~~ . .lJHU上会経~

史について， F以 1:と初m.Jr U自制限とE27む変化Jr欠i必.lil1 n .金融のリン

ケーゾ な「の L泌を，'，心lこデータ収~と比較研究-â-'(i う。

199811'戊 1<)0))1'1 1999年度 150))1') 

鎌田 繁 「西アジア・データベース形成のための基礎的研究.J J，I;M研JY.B (2 I 

アラピーァ . Iレ -トh コとえ(;{.t_~). _ t Ir'Llt二内7/Y.こ日jする人A'ι系の

研究資料のデータ ・ベースをh句集するために， Jょぬff干}の!H'iと終FI'，~重械人

))に係る J，~微妙~iij のための滋硲的6)f'JY.1:ii-ぅ。

199811'1立320)jJ') 19991n支320))川

鈴木 賞 「日本とトルコの近代化とその歴史的鰭前獲の比駁研究 J正主主研究

(B) (2) 

11ふとトルコ1'1.アジアの諸社会の，'，で.いずれら政治的生ll''[を似ちつつ近代

I!ql込|吋家をJr%比したJJAで多くのl¥(iI以JJdffjfるとともに，文化的伝統とlザ!と的

背対において火きな!fliitをぶすのトルつ slI)とLI，j.: {l!1)の研究(1のJUi.J('1楽にJ，l;づ

き.EI tの近代化の1U史的諸liii!11~釘iたは視点から比較しつつ解明することを

めさす。

1999年度400)jr') 

松弁 健「アジア ・オセアニア ・アフり力地主主における自然とかかわる文化的プ

ラクシスの通文化的研究J)，1;態。f:JY.(C) (1) 

アゾ守 ・オセ・ ， .・..7 ) ;力地J.，(..~人セが. fl 柊とかかわってir う多f~t':fr

W 研究・教(11，ι動 51 
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動やイデ司rロギーを..:cft的プ号ヲシスとしてまとめて~~~ :...それらを比較す

るために wに政[111-_1 U:lIí'，~交の研究会を1m似し -1"1 : -hlHiの切符につ

いて徹夜的に議論している

1998年版 120IJ PI 1999 q:度 110)jPI 

池本幸生 f東南アジアの経済危機と所得分配・貧困に関する研究J: J，l総研究

(C) (2) 

199i {I'にタイから!t{iま勺た.illi1'i'危慨は泉街アジア全岐に波&.し. タイやイン

ドネシアなどでは大飢えよずイナス I&L~に陥り. UlN状態l;t忠化してきてtると

..われるν 本研究lit. このような点尚7グアのIfri~l!~ L':!とw討の現状そ所得分

(tj統JtにJ!;づいて11)1らかにすることを[j的とする。

1999 'o l~度 190 JiPI 

高橋昭雄 「市場経済体制移行下のミャンマー農村の変容に関する社会経済的研究」

: IIJi .!f-(t( J研究

r~.:j絡n%が:.\'d fi したミャンマーの伐村 3 カトfのドt~l~IJIIをfJ~，刈fr>>. ~号エクセルの

ワークシートに人)Jしてアータベース化し たν これ1:)占にili財経済化の111て村

と付人たちの社会'tmlJ'どのように変化しているのかについて研究そ進めた。

ゆ98年度60万JlI

鈴木緩泰 iStogPalace写本を用いたチベット典籍の史的系統掬筆J ~足跡研究

(A) 

SlOg Palace. Tokyo I，I'Jη~，;令対象に. 'R訟を比較{交のする ζ とによ勺てI，]，jt;-

の後史的 ・ 文献が:J~!縦七l(Il:.i.:し . チベット大必経の critical c・u，tionb((i，じのため

の~~資料をf'n&サる

1998年度 50)iPI 

菅 豊 「周辺的生業からみた自然観 ・労働践に関する環演民俗学的研究J.奨

励研究 (A)

終節約に行泌されやすい{ム棋がjマイナー ・サプ j ス子ンスをJliH..j1こ. f船長への

れ仰を杉減させる作業のめり )j令検討する。

1998句:，t!.120)J 1'1 199911:1弘100JjJlJ 

吉開将人 f銘文データベース作成による中国祭漢時代官青銅器のさ主震と流通に関す



る研究J:契助研究(八}

" '1刊行地で人侃に:UU. .j(!W δ れている.{~Ï(!J~f~の j'i鈍別J，l，の今九.向If，í'な

と銘え4をもっ資料につJてftbx し.文'iTifIと宅 ~i?デー?の向ifliから.経済

むよびnÆn:~とタUifl:J~について解明しようとするむのである

1998 W'!t 100 )j['J 1999 "I;I!t 100 ))I'J 

問中明彦「戦後日本政治 ・外交データペースJ: II)f究成栄公IlfJ促j[u(デ-$1ベー

λ 

11 ;\':の内政 ・ 外交fi らびにII~際、l児係にかかわる iftt!ーな政治之 .1}などの令之子牛

ストをヂータベースftしイン 7一本 y ト1:で公開すること

<tJ照hltp、"-¥'1;，，'.1町ルloho.ac.jpdababa、c>peech )。

l!l'J8 "1，，!t316 JiI'l I!Y)9 11;1'i::!IH hJlI 

丘山 新 「東洋文化研究所所蔵漢籍居録データベースJ:研究成*公IJiHllj[*fl'i

(iータベース)

恥下:文化研究祈威厳淡路約 5}IJ.'.¥のrluデータベース作成。本十私的ならのとし

てI!. 1I;j.:で段初のらのとなる

1 !J'l8 Wllt 1.+33 Jifll 1999 "I;!良P111b Jj川

尾崎文昭「中国近現代文学関係線路目次データベース」 研究f，x央公開促進{~

ー?ベース)

"11 m.!ll代JZ1研究関係のif1 J)~ ~t i j/iJ[冗lLの文献データベースを作成する..111 

r I~ ，~!t ):_' j-:でテータを人J}L . ふ研究I~rのホームペ ー ジで公Hnする。

1999 "nu. 208 JiI'I 

宮鴬1噂史 f日本所在近代朝鮮関係書籍データベースJ研究岐央公開促進行(デー

$1ベ-;l

IV".[NI'iに併殺されている近代 (11l6RI!H“日朝鮮関係11i~ Mi .'i f:iの内総 ・

所(fft'i慨をデ-$'ベース化し.公開する。

19<)9 q :J~ど 36:> fJ fIJ 

羽図 正 f現代イスラーム世界の動態的研究」研究班5rイスラームの底史と文

化」 自IJfJx的Jι礎研究X~

寸日I1~ 6研究班かふなる 1:叫研究結i餓のーつのffiの{¥:A止して.研究プロジェ

明研究 ..J*fltT.t 53 
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クト全体と腕研究の1'tIrhj.ìill':;~にあたった。

1999 ~ドrll ，400)jl'l 

中!l!成~ r南アジアにおける自民統合と政治・経済システムの形成 変革の

90年代からの再検討J: II~際ヴ:術研究(乍係i.初代)

的アジア消IkH主劇作:人;転後!日jにあり . その激動のqJで114~114家形成期iこ日1I り 11\

された市IJI変やfdliI1内在日がl滋しくIlIJt、日せされている 本調代研究はこのような現状

を餓まえて， 1将アジアの政治 ・経済システムの形成泌伐を11十検討することをI] 

的とする

1998 {I，r!!: 290 Jillj 

関本照夫 「経済発展下の文化創造一東南アジア地主主工芸芸産業の現代的発展の総合

的研究上[J<j際ヤ:術研究{ヴ'体1必ずu

lIu'将アジア 4カ|吋(インドネシγ， ピルマ， タイ， ラオス)における染 ・総そ

の{也の地場 1 ..'::::~Ctの幾つかの代表的 ・jゆlについて， .!JW':， J然史的fU2.今後

の允桜の吋tj~t'L-a:，文化人恕iγ" 事主i斤ア"美術工芸の視点をのわせて現地調作。

1998 ~I"良 840 )jft] 

4， その{也の紙y~による研究 ・ 調炎

原 洋之介 :II!i!.H. t.lj IJ;(fj:以博物館林泊翁文教M令会

1996・97WJ文ぷJ点数俊が'だl泡された研究を引きつぎ， [ I本におけるll!tl主の台

湾Jh({U.~研究を核鈎!するとJCに. 現地J司会そ行い， その公 flJをiI!íじて広い EI昧

てーの身地igJじを!まかっている。

1999作成 500力刊

関本照夫 「経済発展と文化創造 :東南アジア地域工芸産業の総合的 ・国際共同研

究J:トヨタ財['fI

!-Iu判アジア 4カ[判〈インドネシア， ピルマ， タイ，ラオス)における淡 ・綴そ

の他の.l1l!協 1":1:・m:%!の幾つかのf~J(的 'H炉lについて. 現状， J従史的背jit，今後

の発l必のuJ能性を，え;化人M'~f;， 経済学. 美術l.去の観点を合わせて.Bl地，J，~

ft。

加納啓良 「経済発展過程における都市 ・農村関係の変容J: [14際協)]・J~~ I判長期



派ilï専門家現地実f~，{~による研究

ν ャカル F郊外ヂポ y ク，lìと i1[点の ~I苧ニ A ータウンをl)iß'tJとする.月ふとイ

ンド手シアのn・m;間住吉侃i，lHJ会のltr.:研究を. イント本シア，9l1也~J6.'I' に<~

胞 :'1.ニ。

畏湾総;台 「日本学術振興会カイロ研究遮絡センターの運営に伴う調査」

11，.j..-'(:討1:1弘興会カイロ6Jf允.i!J!絡セ タ の野i' J ~tか(r移~~!こIi'うぷ・J î 1ì!1': 1，t・JIす

る、)J. J}W:エジプ卜のn会:1).;N やlrif完ぷ却にして的作戦!fti訟の政治W.汽

没744kfT121こ変化しつつある社会fmt!ム '¥('0なと干t会連動の'J:態を必ずtし

併せて社会運動!たに関する聞き取りん仁壬fr .;，こ。

羽図 正 「新発見シャルダン文寄の研究J: 1妄財r.f人文科γ研究助成

イJ ールノ、'下tIiffJfl百lJJm.1.こij，{)1，りれている r;/ャル空ンl剣係文J14にl測する

liJf'~o 7ランス'1=まれのユグノー・Ir.，{111"時人で.ベレシャにi刻するが;織な旅行，U

i"i'~ 占技したジぉン ・ 戸市ル 7 ン ( 1 6・13 1713) が， インドのマドラスで 11ì-i/~

4b?:;仁必人制に送った T紙を~む人 I ， tの之内lJ'iの侠.E'e. 公刊を IWJと寸る

1 'l~18 11'1支-2000年度 360 JilrJ 

菊地達也 「イスラム世界の虚像と実像 '¥IR.¥ t:.:(研究

パヰ・ス?ン A ンドーこを迫 F イス記 . -." ~長の訊動を;~fi L. I..Jirnのロンド

ンにおける研究機関で研究活'政!をjr ，た

総書:n 5'.1 }jf!l 

F I司際 ・|司内学術交流

1.交がL協iJ::

f号沿大γアジア研究セン?ーとの'下術交流!~jζ

~，Wfft婦が交流拠点の役'，I;IJi: ~ L， iR，; t )，''?の海外γ:術研究拠点ヰa強化.J'る a

mとして 1ω99ω5{.年ド lωO}川] ..-þ本h正~1iI釧f~究\:1所折[はH件j:;込益 Jλ〈ぐぐ"γ.

;辺とd令むt乱w“t1h'tiび.JUn]研究を1m給したp 16~引の |句作 I!. (1))'-1，;1研究のtff:.i1l..(2)研究れ

のそがt.(3)fiH・研究f，')械の4tmの :1(1からなる。

¥1 研究 ・.n行"r，動 55 
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(1)アジア研究手ノトワ-7の形成. (2)アジア研究Wi!H:ンター役立プロシふ

クト. (3)Ui[デルタ.旬iW.61径の民会変化の比校研究. (4)!J1(.qのtfb守党肢と

企業*.(5)丹治社会史. (6) {f1径のiif>it q，1(;立と1政治.0、織のt.:1t.むどがあり.そ

れぞれに.資料品.1ft. .lJlJ也ωI究. I.q際ワークショッブはどカ:i[められている。

Jj 1 1 14 ・ 彼 1 1.大，-(:とのρnl:，公ifi~協定

J.1.u;tλ~' 'lとi!11tλ;・下との!日lにおけるヴ術交流r"i.LU. 199111' 10 JIに*iilt:tltこ

こ!J'.協定v).cl!JII';l.. !.I!i;t A:''j.~で i1. ニふまてPP.学/3;が州勺郎J"jであ司たが. 1996 

11'に'l!新制限となり.その後押lU下文化研允婦が打1吋することとな ，f，ニ。交流の内

宮!れ1，)校聞における (1)教l.f.研究r..院'ι 学'1;の'どがi. (2) Jも(..(1Vf究の計混

と'k施.(3)講義とセミナーの'J!hi!!. (..)ヴ:術情報 J!l. ぴ.，{~係1刊行物の〈証役.などで

ある

見uri文化研究I!liで!-t，すでに.例身のJtlrijフョロジιクトで11111人j!'ルliJf究交流

を.ilJiめてきたが.今後.JU7111114えぬHI、可するに燃しよりr-f(j ((.J ・ 総~的な交

流をiiLめていきたい

シンガポールII~ 立大ザ:社会ptmi

199i ll' -1 JIに.シンガポールItHA:守:社会乍郊と 5ηw川のワ術交がt協定を

おんど。この協定:.t..研究r，の交if，tと研究資料のhJli.交撚会 1'>2 f'; 11的とする。

特iこ，この協定ct..丹治大う!:γ ジγ研究センターのtllhi.LとI..HJi，こ.勺研究所の1A

10(，1 h曲i研究段ベンガルt，ojJ を効泌がjに~ Jっていくために，JI"i;o;，ζ爪'J，tな役;号I(を

以すものとしてiなli''jづけられている。 1:としてイ J ドtlfw~ *1十lγ ジ?とのl刻i!l!

に焦点をあて. Hiii.政治I(IIでの公i政t:.げでなく .tL111・j((ヒのH11i.i笠間につい

ての研究をすすめている

タイi司 ・カセサート大学粁bTtfFf'下郎との'下術交がt協定

199511' 3 JIから 3ヵ11::こぬり， $'什対カセサート kγH抗H符'y-iR:とのIlIJて

乍術交流協定を'J::ぬしてof:.。このI:a，研究tiの11jI i.交流の1(liでそれなりの成集

をあけえた。析しい防犯!の卜でに協定内.~を災'.!!させる芯|文|で， 2000 11: (下以降

への協定の史新Ii-O，H;' 1Iする ζ とにした



2. 外[1<1111必(1998・99"1:瓜)

研究所スヂッフの外側111般の{午数は， 1998 "1'1交89('1:. 1999 lドl支851'1:であっ

た。ド4別 ・鰐l問日1]の数'炉{立以ドの泌りである。

ーかJJ以上

I吋 1'， 人数 IJil 7'， 

一か月，k泌

人数 [時 1'， 人数

インド 3人 rlJ q.人民共和lrl~ 30人ロシア巡邦 2人

中格人民JHult4 3人 アメリカ合衆|吋 28人 イ ラ ン I 1人

人
一
人

。3
-
9
-ア.γ 、z・

，n，
u
p
 

ン

h
y
J
q
 

兵、“11;
j f (Vj 

シンガポール

エジプト 2人 イギリス

2人タイ

l人インド

i人i't港

フランス

イギリス

イテリア

ウズベキスデン l人 イタリア

i人 インドネシア

i人 ドイツ

l人 オーストラリア

l人 オースト')7 

l人 カンボジ7

カナタ

スベイン

川一之州
L 

デンマーク

フランス

パキスタン
← 
フィリヒン

23人ウズベキスタン

14人エ ジ プ ト
ゐ一

12人オランダ

9人スイス

+ 

B人スウェーデン

7人スベイン

4人スリランカ

4人トルコ

4人ブラジル

2人ベトナム

2人 ヘ ル ー
4ト

2人ボルトカル

2人マレーシア
+ 

l人

一己

l人

l人

2人ミャンマー I 1人

2人モンゴル I I人

2人ルクセンブルグ I 1人

¥'D I，Wi¥:'教(f{，Ji'WJ 57 
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3.外[q人研究れです?の受入れ (1998・99年度)

氏 名 ・所凶 ・身分

前閥 iま
t号rI!H-'{:伐材'1人r人Jヒ'j':)

Anne Reinhardt 
(7" ，，;>;トン人 .(:t:~. 史，f， .内I;W，h
'IJ 
j1j 俊域
(現代l司際関係自f先頃 ・刷研究LD
Qian Jinbao 
{ー ー 人岨字 ・I哩H':綿'1) 
I.il、Kong
{ヘ :r"/〆ガポ-!I.-人? ・ f~t畳)

k iま鶴
(高盟A::'?校政Wì'=樫l政内外 ~'ì'=!1 ・
数授、
Lill Hong 
@立シンカホー vレ入学 ・ui郎)

ilI 子、1'.
rf号沿パプテ d スト人:"'tX:"('~え' 1'米4・1 ・
品)jP~教俊、
Sania、Seth
ラ・トロープ)，γ政治'tflli.1 't政治

帥p

JiJ 土永
{中央研究11台湾史研先場・研:加IJ.PID
~: lisI 水
I r~ r rセEヰ究院どれ・;t，liI J Df?l.長 ・制研究

五[atthew~[. Ch，'" 
丹治tjI文人 F教fi'r:a.助.fH空1

tll tt .b.; 
市1;;'1大乍恰5と系 ・助教n)
Purnendra Juin 
{アデレイド大γ?ジ "(~I・'~.t!ンター 

p再1，，)
~ï. 放 \1*
([，~ ;r.政治)"hli fl'i"糸 ・ ('iIf:.:i~fd1) 
金熊~
(ll(!J社会Hヴ:佼1I，j..研究所 ・ L~研究

m 
金 f主主'J
(ú主均宣立入学佼定"iH ・ 教~

+ト制光
(~n.人ヤ鼠際政治11" 何 t~~fjll ) 
?自然秋
( l吋，'[f1 f.'J政治J、(. ， ，卜").~Ii'n
Sepulveda， Dunidlc C口、Ilna
(~ ，ヲ ;>;7命 人γ.MUえ~h'l ) 
り凹Jds.Shona EI iza (".， h 11 dt 11 
オー λ トラ J べはな火'tJ，. '1"， lγ 〆

r研究J、γ院、"有1研究センター ・同

h'l!t1.) 

期間

1998.4. I 

-98. 5.30 
1998. 4， I 

-98. 6.15 

1998. 4， 1 

-99. 3.31 

I'J98. 5. 6 
-99， 4.30 

1998. '>.29 
、99，6.2. 

:~削. 6. 1 
-98.12. 1 

l'円8.6. 8 

-98， 6.23 

1998， 6.25 

-98. 8，10 

1998. 7. 1 
-'18.12.31 

1998. •. 1 

~匂8...31 
1998. ;.15 

-98. 8.15 

1998. ..20 

-98.9.15 

1998. 7.24 
-99. 7.13 

199札 8.1 

-98.10. i 

1998.8， 1 

~リ'l.-; 31 
19リ8.9. 1 
-<18.11.29 

1998. 9. 1 

-99. 2.28 
1998. 9. 1 

-99. ..31 

1998. 9. 1 
-<)9. 2.28 

199B， 9. I 

-99. 2.21 
1'1リ8.9. I 

-99， 2.21 

研究目届

114>:の'1'1kJ研究と11'1喝のAC?研究

19 II!紀伶'1' 20 II!ft! nJiI(I. W I:にお
ける;~主{船のj'，l:;'"J

111、政治と'1'11関係

汀.1f，待j，;'J(甘'!;(1 'J・10I!H5J ，，:ついて

!tt4 . 量~It . "，c匝).. d 4>-1こお.するシ

ンガボール人の7イデンチィテ f イ

m苦鞍'{・外受史

シYガポールと 114‘における，，'r.y企
Tlグループの1.会t!J・耐'fi0'1ネ J ト

ワー?の術品:iとモのts:ft
1980 90 (r( I:"'p~の文?・と!乱世!につい
ての研冗

MJ.(.It!! f ;/ドlニおける.rwと政治

較的FI~におけるf7;1'j(入?関係i.'HI
研究

山1¥:の主化と仏教思.m

知Jaの制I11日同係主化!町立

1930 +0 !I'fl:'，)'!白政総研究

1l.!(I.:II-1>.の対外政策

外II~ÎJ;の自主受と"I 11 .J.JI崎に於けるi1
11\近代化のltt~
21 ，t!~に向けての 11).，;の T ジ 7太す
点政司~，，)変化の也事う

胃rti'IJil:Eめ!の1，m とふ向

.IJUN1r同工お.tる地~ω，E

近代[川l-;YJ.'jぞとIs'Ij( 1I治時期合的

のC.'fJiM
ヒルマから 7イへのJI'()i}、移民

冷戦後の判長|外交政%に.j';けるi同必
の役:';IJ


